
▶

　紙面
から

●岐阜市職員を募集……2面　●新庁舎設計事業者の最優秀案事業者が決定……2面　●地方創生に係る補助事業のご利用を……3面　●6月は
「環境月間」……5面　●部長が語る！今年度の抱負……6～11面　●市国保にご加入の皆さん 特定健診を受けましょう……12面　●「信長公
450プロジェクト」カウントダウンボードを設置など……16面　●6月28日㈰FC岐阜対ザスパクサツ群馬戦に岐阜市民無料招待！……16面

　

前
号
で
信
長
公
の
岐
阜
命
名
に
所
縁（
ゆ
か
り
）の
あ
る
中

国
・
曲
阜（
き
ょ
く
ふ
）市
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中

国
出
張
に
合
わ
せ
、
韓
国
・
大
邱（
て
ぐ
）広
域
市
に
あ
る
寿
城

区（
す
そ
ん
く
）を
訪
問
し
ま
し
た
。
2
年
ほ
ど
前
に
こ
の『
元

気
宅
配
便
』221
号
で
し
た
た
め
た“
郷
土
の
偉
人 

日
韓
の
架
け
橋

…
水
崎
林
太
郎
”と
い
う
一
文
の
中
で“
水
崎
氏
は
旧
加
納
町
長

な
ど
を
務
め
た
後
、
寿
城
区
に
渡
り
寿
城
池（
す
そ
ん
い
け
）な

ど
灌
漑
事
業
に
尽
力
さ
れ
現
地
の
人
々
か
ら
い
ま
だ
に
尊
敬
さ

れ
て
い
る
、
わ
が
岐
阜
市
が
誇
る
郷
土
の
偉
人
で
す
”と
紹
介

し
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
水
崎
林
太
郎
氏
が
寿
城
区
に
渡
っ
て

100
年
で
、
ま
た
没
後
75
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
現
地
で
の

追
慕
祭（
つ
い
ぼ
さ
い
）に
参
加
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
、
訪
問

し
た
も
の
で
す
。

　
両
国
政
府
間
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
外
交
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず

竹
島
問
題
、
慰
安
婦
問
題
な
ど
も
あ
り
、
日
韓
関
係
の
改
善
に

は
更
な
る
努
力
が
必
要
な
現
状
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
、

今
年
は
日
韓
国
交
正
常
化
50
周
年
、
終
戦
70
年
の
年
で
あ
り
、

日
本
と
韓
国
に
と
っ
て
は
大
変
重
要
な
節
目
の
年
と
も
い
え
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
100
年
前
に
韓
国
に
渡
り
、
い
ま
だ
に
韓

国
の
人
々
か
ら
尊
敬
を
集
め
、
現
地
の
人
々
に
よ
っ
て
し
っ
か

り
と
墓
守
り
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
岐
阜
市
出
身
の
日
本
人

が
い
る
と
い
う
現
実
は
、
日
韓
関
係
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を

抱（
い
だ
）か
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
追
慕
祭
で
は
水
崎
林
太
郎
氏
の
曾
孫（
ひ
ま
ご
）さ
ん
や

そ
の
ご
長
男
が
献
花
さ
れ
、
韓
国
伝
統
舞
踊
な
ど
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
か
ら
は
駐
韓
日
本
大
使
も
参
加
、
献
花
を
さ

れ
ま
し
た
。
さ
て
、
そ
の
寿
城
区
は
韓
国
に
お
け
る
教
育
満
足

度「
教
育
幸
福
指
数
」全
国
1
位
の
都
市
と
言
わ
れ
、
教
育
立
市

を
掲
げ
る
岐
阜
市
と
同
様
、
大
変
熱
心
に
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
今
回
は
図
書
館
や
幼
稚
園
な
ど
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
中
で
も
小
学
生
向
け
の
英
語
教
育
施
設“
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
”は
大
い
に
参
考
に
な
る
と
と
も
に
、
全
国
の

公
立
小
学
校
に
先
駆
け
、
小
学
校
1
年
生
か
ら
英
語
科
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
岐
阜
市
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
今

後
、
寿
城
区
と
は
教
育
な
ど
を
切
り
口
に
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
治
体
外
交
、
草
の
根
外
交
に
よ
り
友
好

関
係
を
深
め
、
一
日
も
早
く
両
国
民
が
、
お
互
い
に
尊
敬
し
合

い
、
助
け
合
え
る
関
係
を
築
き
た
い
も
の
で
す
。
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岐阜市役所代表
　（058）265ー4141
　（058）264ー8602

岐阜市 検 索検 索
開庁日時は、月曜日～金曜日（祝日を除く）
の午前8時45分～午後5時30分です
　　　　　　　　　　※ただし、一部の課や施設は異なります

日
韓
の
架
け
橋

“
水
崎
林
太
郎
”と
い
う
人

「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜
が日本遺産の第1号に認定されました！

川原町のまちなみ

長良川の鵜飼漁の技術

岐阜城復興天守

☞日本遺産とは　地域の歴史的魅力や特色を通じて、わが国の文化・伝統を語るストー
リーを認定するものとして、文化庁が平成27年4月に創設。第1号には、岐阜市をはじめ
歴史的魅力にあふれた文化財群をまとめた計18件のストーリーが認定されました。

　岐阜市が提案する『「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜』のストー
リーが、わが国の文化と伝統を語る“日本遺産”の第1号に認定されました。
　戦国時代に岐阜城を拠点に天下統一を目指した織田信長公。各地の武将らとの
戦いを進める一方で、金華山や長良川の美しい自然環境を生かした最高のおもて
なし空間を創出しました。岐阜の地を訪れた宣教師ルイス・フロイスは、山麓の「宮
殿」を“地上の楽園”と記しています。
　信長公が大改造を行った岐阜城や戦国城下町としてのまちなみ、長良川鵜飼を
はじめとする川文化は後世まで受け継がれ、今でも日本人の価値観を感じること
ができる「おもてなし文化」として、岐阜のまちに息づいています。
【日本遺産認定の特集記事は広報ぎふ6月15日号で掲載します】　  日本遺産「信
長公のおもてなし」岐阜市推進協議会（社会教育課内） 214－2365
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266
8
0
9
3
・

zeim
u@
city.gifu.

gifu.jp

）、
②
国
民
健
康
保
険
事
務
・

③
国
民
年
金
事
務（
全
項
目
評
価
書
）

に
つ
い
て
＝
国
保
・
年
金
課（
本
庁
舎

高
層
部
2
階
・

214
2
0
8
3〈
国

保
〉・

214
2
0
8
6〈
年
金
〉・

267
5
0
8
7
・

kokuho@
city.gifu.

gifu.jp

）、
④
予
防
接
種
事
務（
重
点
項

目
評
価
書
）に
つ
い
て
＝
地
域
保
健
課

（
〒
500

8309
都
通
2

－

19
保
健
所
4
階
・

252
7
1
9
1
・

252
0
6
3
9
・

ch-hoken@
city.gifu.gifu.jp

）

❷（
仮
称
）岐
阜
市
み
ん
な
で
創
り
守
り

育
て
る
地
域
公
共
交
通
条
例
の
骨
子

（
案
）　
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

た
地
域
公
共
交
通
に
か
か
わ
る
関
係
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
一
体

と
な
っ
て
地
域
公
共
交
通
を
支
え
、
育

て
て
い
く
た
め
、
基
本
理
念
と
そ
の
実

現
に
向
け
た
基
本
事
項
を
定
め
る
条
例

（
案
）に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
先
・
　

交
通
総
合
政
策
課

（
〒
500

8701
今
沢
町
18
本
庁
舎
6
階
・

214
2
0
1
6
・

264
1
7
1
9
・

koutsuu@
city.gifu.gifu.jp

）

【
共
通
】◆
募
集
期
間　

6
月
1
日
㈪
～

30
日
㈫　
◆
公
表
場
所　

募
集
先
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
本
庁
舎
低
層
部
1

階
）、
柳
津
地
域
振
興
事
務
所（
❷
の

み
）、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
◆
応
募
資
格　

次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
①
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
。
②
市
内
に
事
務

所
・
事
業
所
が
あ
る（
法
人
そ
の
他
の

団
体
を
含
む
）。
③
本
案
件
に
利
害
関

係
が
あ
る
。
◆
募
集
結
果　

意
見
は
、

市
の
考
え
方
と
と
も
に
整
理
し
て
公
表

し
ま
す
。
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
※

意
見
以
外
に
個
人
情
報
は
公
表
さ
れ
ま

せ
ん
。
提
出
い
た
だ
い
た
書
面
な
ど
は

返
却
し
ま
せ
ん
。
◆
応
募
方
法　

意
見

と
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
各
募
集
先
へ
。
た
だ
し
、

市
外
の
人
は「
在
勤
」「
在
学
」「
事
務
所・

事
業
所
を
有
す
る
」「
本
案
件
に
利
害
関

係
を
有
す
る（
利
害
関
係
に
つ
い
て
簡

単
な
記
述
も
）」の
い
ず
れ
か
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

❸
無
料
公
衆
無
線
L
A
N
設
置
支
援
事

業
補
助
金　
外
国
人
観
光
客
の
受
入
環

境
向
上
を
主
な
目
的
と
し
、
岐
阜
市
内

の
宿
泊
施
設
ま
た
は
観
光
集
客
施
設
な

ど
に
、
無
料
公
衆
無
線
L
A
N
を
新
設

す
る
事
業
者
を
対
象
に
、
機
器
購
入
費

お
よ
び
設
置
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。

❹
海
外
進
出
・
販
路
開
拓
支
援　
自
社

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
販
路
開
拓
、
生
産

拠
点
の
移
転
な
ど
、
海
外
へ
の
進
出
を

検
討
し
て
い
る
中
小
企
業
者
が
、
公
的

機
関
実
施
の
海
外
視
察
な
ど
に
参
加
す

る
場
合
に
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。



❶
～
❸
に
つ
い
て
＝
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
課

265
3
9
8
4
、
❹
に
つ

い
て
＝
産
業
雇
用
課

214
2
3
5
9

　
県
内
の
児
童
養
護
施
設
で
生
活
し
て

い
て
、
夏
休
み
期
間
中
に
帰
省
す
る
家

庭
が
な
か
っ
た
り
事
情
で
帰
省
で
き
な

い
子
ど
も
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
家
庭

の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
も
ら
う
事
業
で

す
。
県
が
岐
阜
県
里
親
連
合
会
の
協
力

で
実
施
し
ま
す
。
◆
期
間　
8
月
1
日

㈯
～
3
日
㈪　
◆
対
象
者　
里
父
母
が

概
ね
65
歳
未
満
の
家
庭

◆
申
込
・

  

申
込
書
を
6
月
1
日
㈪

～
19
日
㈮
に
郵
送（
必
着
）ま
た
は
開
庁

日
時
に
直
接
子
ど
も
・
若
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー（
〒
500

8813
明
徳
町
11
・

269
1
6
1
5
）へ
。
申
込
書
は
同
セ
ン

タ
ー
で
入
手
で
き
ま
す
。

❶
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書（
素
案
）

　

社
会
保
障
・
税
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
）制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
特
定
個

人
情
報（
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
に
加

え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情

報
）の
保
護
や
漏
え
い
な
ど
の
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
市
の
対
策
を
定
め
た
評
価

書（
素
案
）に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

◆
募
集
先
・/

　

①
地
方
税
賦
課
徴
収

事
務（
全
項
目
評
価
書
）に
つ
い
て
＝

税
制
課（
〒
500

8701
今
沢
町
18
本
庁
舎

低
層
部
2
階
・

265
3
9
0
8
・

9
千
100
円　
◆
選
考
方
法　
書
類
、
面

接◆
申
込
・

  

応
募
申
込
書（
応
募
動

機
書
を
含
む
）を
6
月
26
日
㈮
ま
で
に

郵
送（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接（
平
日
の
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
）中
央
卸
売

市
場（
〒
500　
8263
茜
部
新
所
2

－

5
・

271
1
3
4
1
・

271
1
3
4
4
・

shijou@
city.gifu.gifu.jp

）へ
。
応
募

申
込
書
は
募
集
先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
郵
送
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
外
国
人
登
録
制
度
が
平
成
24
年
7
月

9
日
に
廃
止
さ
れ
、
特
別
永
住
者
の
制

度
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
特
別

永
住
者
の
皆
さ
ん
に
は
外
国
人
登
録
証

明
書
に
替
え
て
、
特
別
永
住
者
証
明
書

を
随
時
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
16
歳
以
上
の
外
国
人
登
録
証
明

書
は
、
次
回
確
認（
切
替
）申
請
期
間
の

開
始
日
ま
で
は
特
別
永
住
者
証
明
書
と

み
な
さ
れ
有
効
で
す
が
、
今
年
7
月
8

日
㈬
ま
で
に
次
回
確
認（
切
替
）申
請
期

間
が
到
来
す
る
人
は
、
こ
の
日
ま
で
の

開
庁
日
時
に
特
別
永
住
者
証
明
書
へ
の

切
替
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
16
歳
未

満
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、
16
歳
の

誕
生
日
ま
で
が
有
効
期
間
で
す
。

　
7
月
8
日
㈬
間
近
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
目
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

市
民
課

214
2
8
5
7

　
「
平
成
27
年
度
市
民
税
・
県
民
税
税

額
決
定
納
税
通
知
書
」は
6
月
10
日
㈬

ご
ろ
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
、

口
座
振
替
に
よ
り
個
別
に
納
付（
普
通

徴
収
）す
る
人
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど

か
ら
納
付（
年
金
特
別
徴
収
）す
る
人
に

送
付
し
ま
す
。
課
税
明
細
や
納
付
方
法

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
年
金
所
得
が
あ
る
人
は
、
通
知
書
の

課
税
明
細
・
所
得
控
除
金
額
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
控
除（
医
療
費
・
生
命

保
険
・
扶
養
控
除
な
ど
）を
市
・
県
民

税
に
適
用
す
る
た
め
に
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

市
民
税
課

214
2
0
6
3

　
産
業
廃
棄
物
を
排
出
す
る
事
業
者
が

処
理
を
他
人
に
委
託
す
る
場
合
は
、
産

業
廃
棄
物
管
理
票（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）の

交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
状
況
を

毎
年
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者　
市
内
の
事
業
場
で
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
を
交
付
し
た
全
て
の
排
出
事
業

者　
◆
対
象
期
間　
平
成
26
年
4
月
1

日
～
27
年
3
月
31
日
交
付
分 

※
産
業

廃
棄
物
の
発
生
量（
紙
・
電
子
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
の
合
計
量
）が
1
千
ト
ン
以
上

（
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
は
50
ト
ン
以

上
）で
あ
る
事
業
者
は
、
産
業
廃
棄
物

処
理
計
画
書
・
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

処
理
計
画
書
の
提
出
も
必
要
で
す
。

◆
報
告
先
・
　

様
式
を
6
月
30
日

㈫
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
ま
た
は
開
庁
日
時
に
直
接
産
業

廃
棄
物
指
導
課（
〒
500　
8720
神
田
町
1

－

11
南
庁
舎
2
階
・

214
2
1
7
0
・

262
1
4
8
3
・

ka-shidou@
city.

gifu.gifu.jp

）へ
。
様
式
は
同
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
市
内
事
業
者
向
け
に
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
致
ま
た
は
海
外
へ
の
販
路
開
拓

を
目
的
と
し
て
、
地
方
創
生
に
向
け
た

4
つ
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

❶
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
支
援
事
業

補
助
金　
市
の
鵜
飼
、
温
泉
、
観
光
施

設
の
Ｐ
Ｒ
、
市
を
含
む
着
地
型
商
品
な

ど
国
内
外
で
実
施
す
る
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
係
る
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

❷
外
国
人
観
光
客
向
け
多
言
語
化
対
応

支
援
事
業
補
助
金　
岐
阜
市
内
の
宿
泊

施
設
や
観
光
集
客
施
設
な
ど
に
お
い
て

外
国
語
で
表
記
し
た
施
設
内
案
内
看

板
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
を
行
う
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

務
所
柳
津
分
室（
柳
津
地
域
振
興
事
務

所
）へ
直
接
提
出
も
で
き
ま
す
。
◆
そ

の
他　

今
年
1
月
1
日
時
点
で
岐
阜
市

に
住
民
登
録
が
な
い
人
は
、
平
成
27
年

度
所
得
課
税
証
明
書（
6
月
以
降
に
交

付
の
も
の
）が
必
要
で
す
。
期
限
内
に

提
出
が
な
い
と
、
10
月
の
支
給
が
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



子
ど
も
支
援
課（
本
庁
舎
高
層
部
2

階
・

214
2
1
4
6
）

◆
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

埋
蔵
す
る
焼
骨（
分
骨
の
み
は
不
可
）が

あ
り
、
6
か
月
以
内
に
墓
碑
を
建
て
ら

れ
、
同
一
世
帯
で
ほ
か
に
市
営
墓
地
を

使
用
し
て
い
な
い
人（
県
道
岐
阜
羽
島

線
拡
幅
工
事
の
た
め
、
加
納
穴
釜
墓
地

か
ら
大
洞
墓
地
へ
移
転
さ
れ
た
人
は
、

加
納
穴
釜
墓
地
に
応
募
可
）。
◆
募
集

場
所　
大
洞
墓
地
、
加
納
穴
釜
墓
地　

◎
区
画
・
数
・
大
き
さ
・
使
用
料
・
抽

選
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
は
1
世
帯
1
墓
地
。
１
人
の
焼

骨
に
複
数
世
帯
の
申
込
不
可
。
◆
使
用

者
・
場
所
の
決
定　

公
開
抽
選

◆
申
込
・

  

埋
蔵
予
定
者
の
埋
火

葬
許
可
証（
改
葬
の
場
合
は
埋
蔵
証
明

書
）、
申
請
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

１
通
、
申
請
者
と
埋
蔵
予
定
者
の
関
係

が
確
認
で
き
る
戸
籍
謄
本
な
ど
１
通
、

52
円
・
92
円
切
手
各
１
枚
、
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
印
不
可
）を
持
参
し
て
６
月
1

日
㈪
～
30
日
㈫
の
開
庁
日
時
に
直
接
自

然
共
生
政
策
課（
神
田
町
1

－

11
南
庁

舎
4
階
・

214
2
1
7
6
）へ
。

　
今
後
の
市
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
年
4
回
程
度
、
平
日
に
開

催
。
◆
募
集
人
員　

2
人　

◆
応
募

資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
。
①

本
市
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
ま
た
は
本

市
で
事
業
・
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
②

選
任
日
に
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
の

委
員
で
な
い
。
③
本
市
を
含
む
行
政
機

関
の
職
員
ま
た
は
本
市
市
議
会
議
員

で
な
い
。
◆
任
期

8
月
1
日
～
平
成

29
年
7
月
31
日　
◆
報
酬  

出
席
1
回

　
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
な
ど
を
ふ

ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
臨
時
特
例

的
な
給
付
金
を
次
の
と
お
り
支
給
し
ま

す
。
◆
対
象
者　
平
成
27
年
6
月
分
の

児
童
手
当
を
受
給
す
る
人
。
※
特
例
給

付
受
給
者（
児
童
手
当
の
所
得
制
限
以

上
で
、
児
童
1
人
あ
た
り
月
額
5
千
円

を
受
給
し
て
い
る
人
）は
除
く
。
◆
対

象
児
童　
平
成
27
年
6
月
分
の
児
童
手

当
の
対
象
と
な
る
児
童（
生
活
保
護
受

給
世
帯
の
児
童
も
含
む
）。
※
5
月
31

日
時
点
で
岐
阜
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

児
童
手
当
の
認
定
請
求
を
忘
れ
た
な
ど

で
6
月
分
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
人

も
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
◆
支
給
額  

対

象
児
童
1
人
3
千
円
・
1
回
限
り　
◆

申
請
方
法　
6
月
上
旬
に
対
象
者
と
思

わ
れ
る
人
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
市
内
在
住
の
公
務
員
に
つ
い

て
も
岐
阜
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
申
請
書
は
職
場
か
ら
配
布
）。
◆
申
請

受
付
期
間　
6
月
1
日
㈪
～
10
月
1
日

㈭（
消
印
有
効
）



制
度
に
つ
い
て
＝
厚
生
労
働
省

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」ダ
イ

ヤ
ル

0
5
7
0（
0
3
7
）1
9
2
、

申
請
方
法
に
つ
い
て
＝
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
実
施
本
部（
子
ど
も
支

援
課
内
）
214
4
1
8
6

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
6
月
1
日
現
在
の
養
育
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、「
現
況
届
」を
6
月

中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者　

5
月
末
現
在
、
児
童
手
当

を
受
け
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
5
月
以

降
に
児
童
手
当
・
特
例
給
付
認
定
請
求

書（
額
改
定
認
定
請
求
書
は
除
く
）を
提

出
し
、
新
た
に
認
定
さ
れ
た
人
は
不
要

で
す
。
◆
手
続
き　

現
況
届
を
6
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。
記
入
し
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
支
援
課
、
各
事
務
所
、
福
祉
事

市 政
→

◀一般抽選住宅                                                               　　　　　   ※募集戸数は変更の場合があります。
住宅名 住所 間取り 家賃 戸数 申込資格
岩田坂団地 岩田坂1－10ほか 3DK 16,500円～36,100円 5 ①市内在住・在勤。②月額所得158,000

円（高齢者世帯、障がい者世帯、中学生以
下の子がいる世帯等は214,000円）以下。
※ハイツ上加納（一部改良）・上加納荘（改
良）は月額所得114,000円（同139,000円）
以下。③住民税を滞納していない。④現
に同居または同居しようとする親族（婚
約者を含む）がある。⑤市営住宅の明け
渡しを請求されたことがない　※上加納
荘は、60歳以上または昭和31年4月1日
以前生まれの人・生活保護受給者・戦傷
病者・障がい者等に該当する単身者も可

ハイツ桜木 桜木町2－20 3DK 18,900円～31,600円 3
三里南団地 清本町6－16 3DK 18,300円～28,300円 1
黒野コーポ 古市場32－1 3DK 13,600円～25,500円 7
ハイツ上加納※ 上加納山4715－33 3DK 13,500円～20,300円 5
上加納荘※ 上加納山4716－35－1 2K 8,100円～13,000円 1
梅林団地 上加納山4715－41 3DK 17,600円～28,200円 1
ハイツ宇佐 宇佐2－12－1ほか 3DK 14,700円～27,600円 5
ハイツ島 白菊町2－12 2LDK 19,000円～43,400円 1
本郷ハイツ 都通2－2 2LDK 22,200円～34,300円 1

　下記の市営住宅は、抽選後速やかに入居できます。◆公開
抽選日　7月15日㈬  ◆申込・ 　6月1日㈪～30日㈫の開庁

日時に印鑑を持参して直接岐阜県住宅供給公社岐阜事務所（今沢町18市役所本庁舎8階・ 265ー3900）へ。

▼特定目的抽選住宅
住宅名 住所 間取り 家賃 戸数 申込資格

北一色団地
（母子世帯）

北一色
7－19－
3ほか

2K

～

3DK

13,600円～
32,100円 6 ①市内在住・

在勤 ②住民
税を滞納し
ていない ③
市営住宅の
明け渡しを
請求された
ことがない

④月額所得158,000円（中学生以下の子がいる世帯
は214,000円）以下。⑤現に20歳未満の子を扶養
している母子世帯

ハイツ桜木
（老人）

桜木町
2－20 3DK 19,200円～

31,800円 1
④月額所得158,000円（中学生以下の子がいる世帯は
214,000円）以下。⑤60歳以上の人で構成する世帯または60
歳以上の人と配偶者、18歳未満の親族、戦傷病者、障がい者

本郷ハイツ
（多家族世帯）

都通
2－2 4DK 29,600円～

44,100円 1
④月額所得158,000円（中学生以下の子がいる世帯
は214,000円）以下。⑤5人以上で構成し、12歳以
上の人が3人以上いる世帯

市営住宅の入居者を募集

▼特定公共賃貸住宅
住宅名 住所 間取り 家賃 戸数 申込資格
本郷ハイツ 都通2－2 3LDK 74,400円～87,300円 2 ①月額所得158,000円以上487,000円以下。②現

に同居または同居しようとする親族がある。③自ら
居住する住宅が必要。④住民税を滞納していない。
⑤市営住宅の明け渡しを請求されたことがない。

▼特別市営住宅（先着順で随時募集）
リバーサイ
ド菅生

菅生
3－4－6 2LDK

Ⅰ 54,500円  Ⅱ 67,500円
9

Ⅰ 55,500円  Ⅱ 68,500円
※月額所得が 158,000 円以上 259,000 円未満はⅠ、259,000 円以上 487,000 円以下はⅡ
※無抽選住宅の申し込みは、先着順で募集を行っています。

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集

「
三
日
里
親
」を
募
集

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」を
支
給
し
ま
す

児
童
手
当・特
例
給
付
の「
現

況
届
」は
6
月
中
に
提
出
を

岐阜市職員を募集
●平成28年4月1日採用　◆職種・採用予定人員　【大学卒程度】①事務職：20人
程度　②技術職（土木）：6人程度　③技術職（機械）：2人程度　④技術職（電気）：1
人程度　⑤技術職（化学）：若干人　⑥獣医師：1人程度　⑦薬剤師：1人程度　⑧精
神保健福祉相談員：1人程度　【資格免許職A】⑨保健師：1人程度　⑩看護師：40人
程度　⑪助産師：若干人　【資格免許職B】⑫診療放射線技師：2人程度　⑬臨床工学
技士・理学療法士・作業療法士・歯科衛生士：各1人程度　⑭保育士：10人程度　【任
期付職員】⑮保育士：5人程度　【幼稚園教員】⑯若干人　◆受験資格　①～⑤：昭和
61年4月2日～平成6年4月1日に生まれた人ほか　⑥・⑭：昭和51年4月2日以降に
生まれた人ほか  ⑨：昭和61年4月2日以降に生まれた人ほか　⑦・⑧・⑩～⑬：昭
和31年4月2日以降に生まれた人ほか　⑯：昭和51年4月2日以降生まれほか　※そ
れぞれ資格免許（⑧は臨床心理士免許）を有する（または取得見込みの）人であるなど。
●平成27年9月1日採用　◆職種・採用予定人員　【資格免許職A】助産師・看護師：
各若干人　◆受験資格　昭和30年4月2日以降生まれで資格免許を有する人など
【共通】◆試験日時・場所　7月26日㈰午前10時～（時間は職種により異なる）／岐阜
薬科大学（三田洞東5－6－1）ほか　◆申込　申込書を6月8日㈪～22日㈪に郵送（消
印有効）または開庁日時に直接人事課（〒500-8701今沢町18本庁舎高層部4階・ 214
ー4925）※⑯幼稚園教員のみ教育政策課（〒500-8720神田町1ー11南庁舎3階・ 265
ー3982）へ。詳しくは試験要綱でご確認ください。試験要綱と申込書は各課または市
ホームページで6月1日㈪から入手できます。 人事課 214ー4925、幼稚園教員：
教育政策課 265ー3982、消防職：消防本部消防総務課 262ー7161

▼その他の職員採用日程
試験名 第1次試験 申込書交付 受付期間

身体障がい者を対象とした試験（事務職）8/15㈯ 7/1㈬～ 7/1㈬～31㈮
消防職、高校卒程度（事務職） 9/20㈰ 8/3㈪～ 8/3㈪～14㈮

特
別
永
住
者
証
明
書
へ
の

切
り
替
え
手
続
き
を

産
業
廃
棄
物
管
理
票
交

付
等
状
況
の
報
告
を

　意見募集の結果と評価書の内容を公表しています。◆意見提出数　0件　◆公表期間・場所　8月31
日㈪まで＝市民課・市政情報コーナー（本庁舎低層部1階）、各事務所、柳津地域振興事務所、各コミュ
ニティセンター、市ホームページ　 市民課 214ー2853

住民基本台帳事務に係る「特定個人情報保護評価書（全項目評価書）」を策定

市
・
県
民
税
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す

--市民の皆さんと一緒に取り組む生活習慣病予防－
　糖尿病をはじめとした生活習慣病を予防していつ
までも元気に生活していただくため、地域の皆さんや
医師会、歯科医師会などと協働で健康づくりや生活習
慣病予防について考える「やろまいか!!今日から変え
る生活習慣」事業を実施しています。医師や歯科医師
による講演や健康運動指導士による歩き方講座、地
域の健康づくりに取り組む自主グループによる情報

提供などを、地域の皆さん
と相談しながら開催します。
日時など詳しくは自治会を
通じてご案内します。自分
や家族の生活を振り返り、
健康づくりを進める機会と
して、ぜひご参加ください。

中市民健康センター 252ー0632、南市民健康セン
ター 271ー8010、北市民健康センター 232ー7681

やろまいか!!今日から変える生活習慣

▲昨年開催された生活習慣病
予防講演会の様子

中
央
卸
売
市
場
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
委
員
を
募
集

6月は「食育月間」、
毎月19日は「食育の日」です
　1日の始まりの食事である朝ごはんを食べています
か。子どものころから1日の食事を規則的にとり、健
康的な生活習慣を身につけましょう。
●朝ごはんは1日のパワーの源　・寝ている間に低下
した体温を上昇させ、1日の活動の準備をします。
・脳のエネルギーとなるブドウ糖は体内にたくさん蓄
えておくことができないので、朝ごはんを食べないと
エネルギー不足で集中力がなくなったりします。
●朝ごはんの欠食は肥満のもと　・朝ごはんを食べな
いと1回の食事量が増え、食べ過ぎにつながります。
健康増進課 252ー7193、中市民健康センター
252ー0632、南市民健康センター 271ー8010、北市
民健康センター 232ー7681

意
見
を
募
集
し
ま
す

地
方
創
生
に
係
る
補
助

事
業
の
ご
利
用
を

　基本設計は、市民の皆さんの新庁舎に対する夢や希望を具体化
していく大切な過程です。「新庁舎に○○があると便利」といった
新庁舎の機能などについて、様式は問いませんので、郵送・ファ
クス・Eメールでお気軽にご意見をお聞かせください。いただい
たご意見は、基本設計作業の参考にさせていただきます。◎新庁
舎建設のこれまでの経緯や進捗状況な
どは、市ホームページで公開しています。
 新庁舎建設課（〒500-8701今沢町18本庁舎8階・ 214－
6558・ 262－0512・ shinchosha@city.gifu.gifu.jp）

●新庁舎の基本設計作業がまもなく
スタート！ご意見をお聞かせください

●新庁舎設計事業者の最優秀案事
業者が決定しました
　新庁舎の設計事業者について、公募で提案を募る「公募型プロ
ポーザル方式」により選考を進め、5月8日、学識経験者などで構
成する審査委員会による審査の結果、最優秀案事業者に株式会社
佐藤総合計画 中部事務所に決定しました。
　同社は、事務所や担当技術者の能力などが優れ、また、特定テ
ーマに対する技術提案についても、周辺景観との調和やにぎわい
の創出のために、「みんなの森 ぎふメディアコスモス」と連携して
にぎわいの相乗効果を生む提案などが審査委員会において高く評
価されました。
　これを受け、市では、同社と同社が市内企業候補者の中から選
定する企業2
者以上で構成
される設計共
同体（JV）と契
約を締結し、
新庁舎の基本
設計に着手す
る予定です。

岐阜市 新庁舎 検 索検 索

▲「みんなの森 ぎふメディアコスモス」と連携し、にぎわいを創
　 出する市民に開かれた新庁舎（イメージ） 

●平成27年7月中旬以降採用【臨時的任用職員】　◆職種・採用予定人員　①
技術職（建築）：1人程度　②技術職（機械・電気）：1人程度　◆受験資格　パソコン
操作ができることなど。◆試験日時・場所　6月27日㈯午前9時～／市役所西別館　
◆申込・ 　申込書を6月1日㈪～12日㈮に郵送（必着）または開庁日時に直接人事課
（〒500-8701今沢町18本庁舎高層部4階・ 214ー4925）へ。詳しくは試験要綱でご確
認ください。試験要綱と申込書は同課または市ホームページで6月1日㈪から入手で
きます。

※詳しくは試験要綱・申
込書交付開始日にお知ら
せします。なお、記載の
ない職種も募集を行う場
合があります。

→



1
階
）、
柳
津
地
域
振
興
事
務
所
福
祉

事
務
所
柳
津
分
室
、
子
ど
も
・
若
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー（
明
徳
町
11
）、
各
市

民
健
康
セ
ン
タ
ー

 

障
が
い
福
祉
課

214
2
5
7
2

　
育
児
に
頑
張
る
人
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。「
ぎ

ふ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
」事
業
で
は
、
子
育
て
の
手
助
け
が

必
要
な「
依
頼
会
員
」に
、
お
手
伝
い
を

す
る「
提
供
会
員
」を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
の
提
供
会
員
養
成
の
た
め
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
で
あ
れ
ば

資
格
や
年
齢
は
不
問
で
す
。
◆
日
程　

6
月
24
日
、
7
月
1
日
・
8
日
・
15
日

の
各
㈬
午
前
10
時
～
午
後
4
時（
6
月

24
日
は
午
前
9
時
45
分
～
）〈
全
4
回
〉 

◆
場
所　

マ
ー
サ
21（
正
木
中
1

－

2

－

1
） 

◆
定
員　

25
人  

◆
受
講
料　

　市発行のミウラ折りのマッ
プ3種類に掲載する広告のス
ポンサーをそれぞれ募集しま
す。◆規格　A2変形型、ミ
ウラ折り、両面カラー、表・
裏表紙（厚紙）あり　◆特典　
地図面に店舗や会社の場所
を可能な範囲で表示します。
◆決定方法　公募入札による最低価格以上の応札者により、上位から枠数分を
決定　◆申込・ 　所定の申込書兼同意書を6月19日㈮（必着）までに郵送また
は開庁日時に直接歴史まちづくり課（〒500-8701今沢町18本庁舎8階・ 214－
4596）へ。書類は同課または市ホームページで入手できます。

無
料

◆
申
込
・

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ぎ

ふ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー（

295
3
4
2
0
・

295
3
4
0
2

〈
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
午
後
4

時
・
土
曜
日
は
午
前
11
時
ま
で
〉）へ
。

先
着
順
。

　

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
場
合
は
、

年
１
回
の
水
質
検
査
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
井
戸
な
ど
の
施
設
や
そ
の
周
り

を
点
検
し
、
い
つ
も
清
潔
に
保
ち
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
受
水
槽
や
高
置
水
槽
を

設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
年
１
回
は
水

質
検
査
を
受
け
、
定
期
的
な
清
掃
を
業

者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
検
査

に
あ
た
っ
て
は
、
専
用
の
容
器
が
必
要

で
す
。水
質
検
査
機
関
な
ど
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

保
健
所
生
活
衛
生
課

252
7
1
9
5

◆
ジ
ャ
ン
ル
・
規
定　
左
表
の
と
お
り

◆
出
品
料　
無
料　
◆
賞　
文
芸
祭
賞

ほ
か
。
優
秀
作
品
は
作
品
集
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
作
品
展
で
展
示
し
ま
す
。

◆
作
品
の
送
り
先
・
　
6
月
1
日
㈪

～
7
月
31
日
㈮（
必
着
）に
郵
送
、
E
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー（
〒
500　
8521
橋
本
町
1

－

10

－

23
・

268
1
0
5
0
・

bungei@
ccn.aitai.

ne.jp

）へ
。
詳
し
く
は
募
集
要
項（
ハ

ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G
、
市
役
所
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
入

手
で
き
ま
す
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
手
帳
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

発
達
の
気
に
な
る
お
子
さ
ん
や
療
育
な

ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
の

特
性
や
困
り
ご
と
へ
の
対
応
方
法
な
ど

を
記
録
す
る
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
ま
し
た
。
成
長
の
過
程
や
、
支
援
機

関
、
保
育
所（
園
）・
幼
稚
園
、
学
校
、

病
院
な
ど
で
の
相
談
・
支
援
の
内
容
を

整
理
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
場
面

で
周
囲
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
保

護
者
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。
◆
配
布
場

所　

障
が
い
福
祉
課（
本
庁
舎
高
層
部

と
食
事
を
す
る
箸
は
使
い
分
け
、
手
指

や
調
理
器
具
を
こ
ま
め
に
洗
浄
し
消

毒
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
所
食
品
衛
生
課

252
7
1
9
4

◆
対
象
者　

岐
阜
市
に
住
民
登
録
が
あ

る
、
過
去
に
B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人　
◆
実
施

場
所　

市
内
の
医
療
機
関（
国
公
立
病

院
を
除
く
） 

◆
費
用　

無
料　
※
事
前

に
、
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
し
、
各
市
民
健
康
セ
ン
タ

ー
、
保
健
所
地
域
保
健
課
で
受
検
票
兼

依
頼
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
検
査
の
結
果
、
陽
性
だ
っ
た
場
合

は
、
初
回
精
密
検
査
の
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
の
治
療
を
さ

れ
る
場
合
は
、
医
療
費
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
。
※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

保
健
所
地
域
保
健
課

252
7
1
9
1

　

覚
せ
い
剤
や
大
麻
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ

な
ど
の
薬
物
乱
用
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
物
は
一
度

だ
け
の
つ
も
り
が
、
や
が
て
依
存
症
と

な
り
簡
単
に
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
薬
物
乱
用
に
よ
っ
て
、
心

身
の
健
康
を
損
な
い
、
他
人
に
危
害
を

加
え
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

甘
い
言
葉
で
誘
わ
れ
て
も
勇
気
を
持

っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

 

保
健
所
保
健
医
療
課

252
7
1
9
7
・

岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

231
9
7
2
4

　
H
I
V（
エ
イ
ズ
）は
予
防
・
早
期
発

見・治
療
が
大
切
で
す
。
市
で
は
第
1・

3
月
曜
日
に
無
料
・
匿
名
で
検
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
に
は
検
査
時
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
・
梅
毒
検
査
も
行
っ
て

い
ま
す
。
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

 

保
健
所
地
域
保
健
課

252
7
1
9
1
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む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
、
噛（
か
）

む
こ
と
の
大
切
さ
、
お
口
を
健
康
に

保
つ
た
め
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
川
柳
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
◆
応

募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人　
◆
応
募
規
定　

①
1
人
3
作
品
ま

で
。
②
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
③
応
募
作
品
の
訂
正
・

差
し
替
え
・
返
却
は
し
ま
せ
ん
。
④
同

じ
時
期
に
同
じ
作
品
を
他
に
応
募
す
る

こ
と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
◆
発
表
な

ど　

入
賞
作
品
・
入
賞
者
名
は
広
報
ぎ

ふ
な
ど
で
発
表
す
る
ほ
か
、
歯
科
保
健

事
業
で
活
用
し
ま
す
。
◆
応
募
方
法
・

  

8
月
31
日
㈪（
当
日
消
印
有
効
）ま

で
に
応
募
用
紙（
は
が
き
・
封
書
で
も

可
）に
、
作
品
、
ペ
ン
ネ
ー
ム（
な
く
て

も
可
）、
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
500　
8309
都
通
2

－

19
健
康
増
進
課
内
・

252
7
1
9
3
・

252
0
6
3
9
・

kenkou@
city.gifu.gifu.jp

）へ
。
応
募

用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き

ま
す
。

● 

お
く
り
た
い 

未
来
の
自
分
に 

き
れ

い
な
歯
　

6
月
4
日
㈭
～
10
日
㈬
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」で
す
。

　
気
温
が
高
く
な
る
梅
雨
の
時
期
か
ら

夏
に
か
け
て
は
、
細
菌
性
の
食
中
毒
に

注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
注
意
し
た
い

の
が
、
鶏
肉
や
牛
肉
な
ど
に
付
着
す
る

「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」や「
腸
管
出
血

性
大
腸
菌（
O
1
5
7
な
ど
）」を
原
因

と
す
る
食
中
毒
で
す
。
ど
ち
ら
も
少
量

の
菌
で
感
染
し
、
2
～
7
日
程
度
で
発

熱
や
腹
痛
・
下
痢
・
吐
き
気
な
ど
の
症

状
が
現
れ
ま
す
。
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど

も
や
高
齢
者
は
重
症
化
し
や
す
く
、
命

に
か
か
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、
肉
は
中
心

ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

手
や
調
理
器
具
を
介
し
て
細
菌
が
付
い

た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
で
食
中
毒
に
な

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
生
肉
を
扱
う
箸

食
中
毒
に
ご
用
心

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

6
月
1
日
㈪
～
7
日
㈰
は

H
I
V
検
査
普
及
週
間

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
ら
れ
ま
す

「
ぎ
ふ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」提
供
会

員
に
な
る
た
め
の
研
修
会

岐
阜
市
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

を
配
布
し
て
い
ま
す

ジャンル 規定
短編（随筆を含む） 1人1編／A4判400字詰原稿用

紙30枚以内（☆ワープロはA4判
20字×20行）

児童文学（童話・フ
ァンタジーを含む）

現代詩 1人2編以内／A4判400字詰原
稿用紙1編2枚以内（☆）歌詞（童謡を含む）

短歌／川柳 1人3首／3句以内
俳句 1人2句以内

連句（表合・八句） 同一捌（さばき）3作品以内

狂俳 課題：①下り簗（やな）／②歓声／③
自然美  1人3題以内、1題1句まで

※題材は自由（狂俳は課題あり）。作品は自作・未発表で
ほかへ応募していないものに限る。類似作品は不可。

第
51
回
文
芸
祭（
一
般

の
部
）の
作
品
を
募
集

◆時間  午後3時～4時30分
回 期日・場所 内容・講師

1
6/16㈫・ドリームシアター岐阜「生活困窮者をめぐる地域課題と社会的居場所の役

割」原美智子さん（ＮＰＯ法人岐阜ＮＰＯセンター事
務局長）笠原聡太郎さん（サロンよりみち事業担当）6/18㈭・黒野会館 

2 6/23㈫・ドリームシアター岐阜「地域でかけがえのない存在になるということ」
北川雄史さん（（社福）いぶき福祉会専務理事）6/25㈭・東部コミュニティセンター

3 6/30㈫・ドリームシアター岐阜「女性の自立支援」味岡和子さん（自立援助ホーム
「Ohanaの家」ホーム長）7/  2㈭・市橋コミュニティセンター

※ドリームシアター岐阜（明徳町6）、黒野会館（下鵜飼1564－3）、東部コミュニティ
センター（芥見4－80）、市橋コミュニティセンター（市橋6－13－25）

平成27年度人権学習講座を開催
　日常生活に見られる偏見や差別などの人権問題の解決を目指し
て働きかける人を育てるために、「心にひびき、心をひらく」人権
教育の一環として講座を開催します。◆日時・場所・内容・講師  
下表のとおり　◆定員　ドリームシアター岐阜＝各100人、それ
以外＝各50人　◆参加費　無料　◆申込・  　6月12日㈮までに参加希望日、
住所、氏名、電話番号をはがき、電話、Eメールまたは直接市人権啓発センター（〒
500-8720神田町1－11南庁舎3階・ 214－6119・ jinken@city.gifu.gifu.jp）へ。

歯
や
お
口
に
関
す
る
川
柳
を
募
集

定
期
的
な
水
の
検
査
や

貯
水
槽
清
掃
を

●
子
ど
も
歴
史
講
座「
夏
休
み
自
由
研

究
相
談
会
」　
◆
日
時　

①
6
月
27
日

㈯
・
②
8
月
5
日
㈬
の
午
後
1
時
～
2

時〈
全
2
回
〉  

◆
対
象
・
定
員  

小
学
5

年
生
～
中
学
生
／
５
人  

◆
受
講
料　

無
料　
◆
申
込
締
切　
6
月
13
日
㈯

●
夏
の
子
ど
も
教
室「
身
近
に
あ
る
紙

を
使
っ
て
生
き
も
の
を
作
っ
て
遊
ぼ

う
」　
◆
日
時 

7
月
5
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午  

◆
講
師  

水
野
政
雄
さ
ん（
心

の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
遊
童
館
館
長
） 

◆

対
象
・
定
員　
幼
児
～
小
学
生
の
児
童

と
保
護
者
／
15
組  

◆
受
講
料　
100
円

（
別
途
材
料
費
が
必
要
） 

◆
申
込
締
切

6
月
21
日
㈰

【
共
通
】◆
申
込
・
　
講
座
名
、
郵
便

番
号
・
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
で
各
締
切
日

（
必
着
）ま
で
に
歴
史
博
物
館（
〒
500　
8003

大
宮
町
2

－

18

－

1
・

265
0
0
１
０
）

へ
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

歴
史
博
物
館
の
講
座

「まちなか歩きガイド」「自転車散策マップ『ぎふポタ』」
「三輪の歴史文化散策マップ」の広告スポンサーを募集

◆発行部数・最低価格（広告料）・枠数
マップ名 部数 A枠 B枠
まちなか

歩きガイド 20,000 30,000
円

10
枠

10,000
円

10
枠

自転車散策
マップ 「ぎふポタ」10,000 10,000

円
10
枠

10,000
円

5
枠

三輪の歴史文化
散策マップ 10,000 10,000

円
6
枠

10,000
円

5
枠

※A枠：地図面（縦36㎜×横110㎜）、B枠：裏表紙（縦75㎜×
横70㎜）で2,000部ごとに1枠

食材を使いキル方法を学べる「3R
クッキング講座」を開催していま

す。開催前
に広報ぎふ
で参加者を
募 集 し ま
す。

　岐阜市地域温暖化対策推進委員会では、ぎ
ふ減CO2ポイント制度を実施しています。
　二酸化炭素（CO2）を減らす取り組みをし
てポイントを集めて応募すると、抽選で「も
っと省エネ啓発品」が当たります。◆対象となる取り組み　①電気・ガ
ス・水道の使用量を「減らす」または「維持」　②省エネ自動車・省エネ
家電・高効率給湯器、家庭用燃料電池システムを購入　③バスを利用
する※アユカ（岐阜バスICカード乗車券）またはアユカ定期券の購入、
入金（積み増し）　④岐阜市まるっと省エネ住宅に認定　⑤岐阜市地球
温暖化対策推進委員会が主催または認めた環境学習の受講　◆応募方
法　応募用紙を郵送または直接地球環境課へ。※応募用紙は同課また
は市ホームページなどで入手できます。

6月5日㈮は環境の日！
できることから始めましょう！6月は「環境月間」です

ねえ、一緒にごみ減量やらへん！？

　市では、地球温暖化防止のために施設や各家庭のあかりを消灯する「ライ
トダウン」を呼びかけています。特に6月22日㈪〈夏至の日〉と7月7日㈫〈ク
ールアース・デー、七夕〉は全国一斉消灯日です。みんなで一斉に電気を消
して、CO2削減の取り組みに参加しましょう。  自然環境課 214－2152

ライトダウンに参加しよう

◆応募締切（消印有効）
　【第1回】6月30日㈫
　【第2回】11月2日㈪
　【第3回】来年2月29日㈪

 ★雑がみ回収量1,000トンを目指します！

パンフレット

ティッシュ箱
ビールなど
の紙パック

トイレットペ
ーパーの芯

　平成26年度の雑がみ回収量は前年度の約2倍の466トンでした。今年度はそれを
さらに倍増させ、1,000トンの回収を目指します。「雑がみ」はリ
サイクルできる大切な資源です。家庭のごみ箱の横に紙袋を用意
するなどして雑がみの回収にご協力お願いします。

●

ダンボールコンポスト講座のご案内
　ダンボールコンポストでの堆肥の作り方を、毎月開催のダンボール
コンポスト講座でご案内しています！ぜひご参加ください。既に始め
ていて質問がある人は、開始1時間後にお越しください。◆日時・場所・
定員　①6月10日㈬／北東部コミュニティセンター（福富迎田6－1）／
30人　②6月13日㈯／ハートフルスクエアーG（橋本町1－10－23）／
30人　③6月17日㈬／中央青少年会館（明徳町11）／10人　④6月24日
㈬／東部コミュニティセンター（芥見4－80）／30人　時間はいずれも
午後1時30分～3時　◆参加費　無料　◎市内在住で初めての受講者に
導入セット（1世帯1セット）を進呈！ ◆講師　豊田利幸さん（ダンボー

ルコンポストアドバイザー） ◆申込・ 　いずれも電
話で各開催日の2日前までの
開庁日時に循環型社会推進
課 214－2178へ。先着順。
※事前申込必要

❶食材は使いキリ

●

地域で出前講座を開催します　市職員が地域の集まりを訪問して「雑がみ」につい
て、映像などを使って、わかりやすく説明します。開催日時はご希望に応じます。
詳しくはお問い合わせください。◆申込・ 　循環型社会推進課 214－2179

地球温暖化を防止しよう！

 ★地中熱ヒートポンプシステムを設置しよう！
　市内の住宅や事業所などに地中熱ヒートポンプシステムを
設置した場合、費用の一部を補助します。

【地中熱ヒートポンプシステムとは】
地中の熱を熱交換設備やヒートポンプを用いて空調や給湯シ
ステムなどのエネルギーとして利用する省エネ設備です。
◆補助対象者　次の事業を行う個人・法人など。①地中熱ヒートポンプシステムの
住宅・事業所などへの設置　②地中熱ヒートポンプシステムが設置された建売住
宅の購入　※ヒートポンプと地中熱交換設備を備え、新品かつエネルギー消費効率
3.0以上のものとします。◆補助金額　設置費用の1/3(上限20万円)  ◆申込　申請
書（市ホームページで入手）と添付書類を開庁日時に直接地球環境課へ。※補助は１
つの建物につき１回限りとし、申請件数が20件に達した時点で受付を終了します。

 ★ぎふ減CO2ポイント制度に参加しよう！

 ★タイヤ空気圧点検イベントのご案内
　日本自動車連盟(JAF)や日本自動車タイヤ協会の職員が自家用車の
タイヤを点検し、エコドライブについてアドバイスします。タイヤが
良く転がるようになれば、燃費が良くなるので、環境にもお財布にも
やさしいですね。◆日時　6月19日㈮午前10時～午後4時　◆場所　
コープぎふ長良店駐車場(福光南町7) ※事前申込不要

 地球環境課（神田町1－11南庁舎4階・ 214－2149）

岐阜市のすばらしい自然環境を守る活動に参加しよう！

 ★NPO法人長良川環境レンジャー協会の活動に参加しませんか
　長良川環境レンジャー協会は「清流長良川を次の世代に引き継ぐ」を基本理念と
して以下のような活動をしている団体です。活動に参加したい、賛助会員として
支援していただける人を募集しています。お気軽にお問い合わせください。
❶「美しい長良川で楽しく遊んでいただきたい」を合い言葉に、清掃活動やゴミの
持ち帰り、河原の安全利用啓発など(活動日：4月～10月＝毎週土・日・祝日の午
前9時～11時と午後2時～4時。11月～3月＝毎月第3土曜日の午前10時～正午)
❷源流から河口までの流域全体で、住民・団体・企業・行政などと協働した長良
川流域連携クリーン作戦
❸青少年を対象とした環境学習・小中学校の野外学習などの環境教育活動を通し
て、長良川の未来の担い手を育成
❹河川の水質保全や河川愛護などへの理解を深めるために、河川の調査研究活動

▶クリーンちゃん

や、水質・水生生物調査を通した水環境の推移を分析評価　
 NPO法人長良川環境レンジャー協会（ 294

ー3971・ nagaragawa@par.odn.ne.jp

●第17回長良川流域一斉環境調査「川の健康診
断」に参加しよう！　今年3月、「長良川の鵜飼漁
の技術」が、国の重要無形民俗文化財に指定され
ました。世界に誇る長良川の美しさを、化学的な水質調査で判定して
みませんか。今年も、長良川流域10地点で同時に開催します。◆日時  
6月7日㈰午前9時～正午　※雨天決行　◆場所　長良雄総河原(岐阜グ
ランドホテル前河原上流) ◆内容　河原の汚染度調査、水質調査、自
然度調査、透明度調査、交流会　※事前申込不要。服装は軽装で、清
掃用具は用意します。　  NPO法人長良川環境レンジャー協会・坂
井田 090ー2261ー6748

市では、自然環境保全などを行う市民団体の「自然ふれあい活動」を支援しています。

市では、地球温暖化対策を推進するため、再生可能エネルギーを最大限活用した省エネ都市「スマートシティぎふ」を目指しています。

 ★生ごみを減らそう『使いキリ・食べキリ・水キリ』

 ★ダンボールコンポストで生ごみから堆肥をつくろう！
市では、ごみ減量・資源化を図るため、「ごみ1/3減量大作戦」を合言葉に、雑がみ回収を中心とした市民運動を展開しています。

　家庭で手軽に始められるダンボールコンポストは、いま、全国的に
注目を集めています！ココピートともみ殻くん炭の入
ったダンボール箱に生ごみを入れ、約3か月間で良質
な堆肥を作ることができます。岐阜市内の中心部や住
宅街でも、家族で楽しくダンボールコンポストに取り
組む人が増えています。

ダンボールコンポスト
で作った堆肥を使って、
野菜や花を育てているよ！

　生ごみは市のごみ焼却量の約2割を占めています。ごみの減量のため、生ごみの
発生量を減らしましょう。 ❷出された料理は

食べキリ
例えば、宴
会の幹事さ
んはお開き
や中締めに

「もったいないので、これから
10分は料理を食べキリましょ
う」とあいさつしてみては？

❸ごみに出すときは水
キリ
生 ご み
の 約 8
割 は 水
分です。
ひ と 絞
りするだけでも1割のごみ
減量になります。

◀

システムの一例

自然環境を守る

エネルギーを賢く利用する

ごみを減らす
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　市では、人が主役のまち「人間主義都市」の実現を目指し、今年度は、
「果敢なる挑戦～新次元のさらなる高み～」を重点政策の基本方針に
掲げています。
　各部長が今年度に取り組むべき組織の抱負を語ります。それぞれ
が「出ずるを制す」改革で培った財政基盤を人や未来へ投資し、その
さらなる投資のための「入りを図る」政策を展開していくことで、未
来に向けて持続可能な都市の実現を目指します。
　なお、副市長の紹介やその取り組むべき重点課題などについては、
市ホームページをご覧ください。

　
市
長
公
室
は
、
市
長
、
副
市
長
の
円
滑
な
職
務
の
遂
行

を
図
る
た
め
、
効
果
的
で
合
理
的
な
日
程
調
整
を
行
う
と

と
も
に
、
市
政
、
行
政
情
報
の
集
約
と
分
析
に
よ
り
ト
ッ

プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
複
雑
多
岐
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
提
供
し
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
な
が
ら
円
滑
な
市
政
の
運
営
を
図
る
た
め「
広
報

ぎ
ふ
」を
は
じ
め
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
各
種
メ
デ

ィ
ア
を
通
し
て
、
市
政
情
報
を
提
供
し
て
い
く
ほ
か
、「
ホ

ン
ネ
ト
ー
ク
・
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」

な
ど
市
行
政
に
対
す
る
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 市長公室長  田

た な か

中  英
ひ で き

樹

わ
か
り
易
い
市
政
情
報
の
提
供

●
緊
急
時
に
対
す
る
備
え

　
市
長
、
副
市
長
の
秘
書
業
務
に
お
い
て
は
、
災
害
時
を
は

じ
め
と
す
る
緊
急
時
に
、
市
長
が
適
切
に
指
示
命
令
が
出
せ

る
よ
う
連
絡
体
制
の
確
保
な
ど
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
・

強
化
に
努
め
ま
す
。

●
効
果
的
な
市
政
の
Ｐ
Ｒ

　

広
報
広
聴
の
業
務
に
お

い
て
は
、「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」や「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

の
公
式
ペ
ー
ジ
の
充
実
を

図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
た
市
政
情
報
や

市
の
魅
力
の
更
な
る
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

従
来
か
ら
の「
広
報
ぎ
ふ
」や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
広
報

の
改
善
と
向
上
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
岐
阜
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

　
岐
阜
市
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
実
践
し
、
市
の
認
知
度
と
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
に
地
域
資
源
を
よ
り
魅
力
あ
る
形
で

市
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

　
前
年
度
か
ら
の「
ク
ー
ル
ぎ
ふ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」並
び
に

「
岐
阜
都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
会
議
」に
加
え
、
今
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
市
の
特
産
品
な
ど

の
送
付
に
よ
る
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
市
で
は
平
成
15
年
に
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
を
大
き
な

課
題
と
捉
え
、
目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像
を
総
合
計
画
基
本

構
想
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
企
画
部
で
は
そ
の
構
想
を
実
現

す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
関
係
部
局
と
連
携
し
そ

の
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
市
の
将
来
を
見
据
え
て

　
市
に
お
い
て「
地
方
創
生
」を
い
か
に
果
た
す
の
か
を「
岐

阜
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
盛
り
込
み

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
は
織
田
信
長
公
が

岐
阜
に
入
城
し
岐
阜
命
名
か
ら

450
年
と
な
る
節
目
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
持
続
可
能
な
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
た
め「
信
長
公

450
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て 企画部長  牧

ま き が の

ヶ野  敏
と し あ き

明

目
指
す
べ
き
将
来
都
市
像

い
き
ま
す
。
昨
年
、
市
役
所
庁
舎
の
移
転
建
設
が
決
定
し
た

こ
と
に
伴
い
、
市
の
中
心
部
に
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
重
要
な
現
庁
舎
の
跡
地
に
つ
い
て
そ
の
活
用
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
・
社
会
基
盤
の
老
朽
化
に

対
し
て
、
将
来
の
財
政
状
況
や
人
口
構
造
の
変
化
を
見
通
し

長
期
的
な
視
点
に
立
ち「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。
戦
略
な
ど
の
策
定
に
お
い
て
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

●「
だ
れ
も
が
自
由
に
移
動
で
き
る
交
通
環
境
社
会
」の
実
現

　
特
に
、
バ
ス
交
通
に
関
し
て
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

2
地
区
の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
計
18
地
区
で
の
運
行
と
な

り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

支
え
に
よ
り
運
行
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
地
域
力
を
高
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
の
実
施

　
今
年
は
5
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
の
年
と
な
り
ま
す
。
国

勢
調
査
は
日
本
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
そ
の
結
果
は
、
国
や
市
に
お
け
る
各
種
の
行
政
施
策
を

立
案
す
る
た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
財
政
部
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
最
少
の
コ
ス
ト
で
最
大
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

職
員
は
、
常
に
効
率
的
で
実
効
性
の
あ
る
財
政
運
営
を
考
え

て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
社
会
保
障
費
が
大
き

く
膨
ら
む
一
方
で
、
高
度
経
済
成
長
下
に
建
設
さ
れ
た
公
共

施
設
の
更
新
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
対
す
る
不
安
が
増

幅
す
る
厳
し
い
社
会
情
勢
下
に
あ
っ
て
、
財
政
部
は
大
き
く

3
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
収
入
の
確
保

　
ま
ず
は
収
入
の
確
保
で
す
。
財
政
部
が
所
管
す
る「
市
税
」

は
、
歳
入
の
4
割
超
を
占
め
市
財
政
の
根
幹
を
支
え
る
財
源 財政部長  丹

た ん じ

治  克
か つ ゆ き

行

健
全
で
安
定
感
の
あ
る
財
政
運
営

で
す
。
そ
の
た
め
税
収
増
に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
得
し
て
税
金
を
納
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
適
正
な
課
税
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
対
策

に
も
留
意
し
徴
収
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
適
切
で
時
代
に
合
っ
た
予
算
措
置

　
2
つ
目
は
、
適
切
な
予
算
配
分
と
そ
の
執
行
で
す
。
価
値
観

が
多
様
化
し
、
市
民
生
活
も
高
度
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

時
代
と
と
も
に
市
民
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
、
幸
福
度
の
指
標
も
一

定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
開
か
れ
た
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
市
民
目
線
を
忘
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
・
分
析

し
な
が
ら
適
切
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
予
算
措
置
に
努
め
ま
す
。

●
た
ゆ
ま
ぬ
行
財
政
改
革

　
3
つ
目
は
、
行
財
政
改
革
で
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
職

員
定
数
の
削
減
や
借
金
で
あ
る
市
債
残
高
の
縮
減
に
努
め
、
ス

リ
ム
で
筋
肉
質
な
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後

も
、
事
業
を
厳
選
す
る
中
で
、
無
理
・
無
駄
・
ム
ラ
を
無
く

し
、
健
全
で
安
定
感
の
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
、
将
来
世
代
に

負
担
を
残
さ
な
い
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
実

現
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
取
り
組
み

や
幅
広
い
民
間
活
力
の
導
入
が
、
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
れ
ら
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能
で
安
定
し
た
財
政

基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　
工
事
検
査
室
に
与
え
ら
れ
た
重
大
な
任
務
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
長
く
使
え
る
公
共
構
造
物
を
造
る

た
め
、
工
事
の
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
技
術
力
の
優
れ
た
建
設
工
事
業
者
の
育
成
、
工
事

の
設
計
・
監
督
・
検
査
を
す
る
工
事
監
督
職
員
の
技
術
力

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
建
設
工
事
業
者
の
技
術
・
能
力
の
向
上

　

公
共
工
事
の
健
全
な
発
展
と
良
好
な
施
工
を
目
指
し
、

技
術
検
査
を
強
化
し
、
工
事
ご
と
に
施
工
の
体
制
・
状
況
、

出
来
ば
え
、
工
事
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
成
績
評
定
を
実

施
し
、
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
技
術
力
・
施
工
能
力

の
優
れ
た
建
設
工
事
業
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

工事検査室長  林
はやし

  嘉
よ し ひ こ

彦

工
事
の
品
質
を
確
保

●
総
合
評
価
落
札
方
式
の
充
実

　
公
共
工
事
に
お
い
て
、
価
格
の
み
の
競
争
で
は
、
良
い
品

質
を
造
ろ
う
と
す
る
企
業
努
力
を
損
な
い
、
公
共
工
事
の
品

質
の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
工
事
の

成
績
評
価
点
、
技
術
提
案
な
ど
に
よ
り
、
施
工
能
力
の
優
れ

た
建
設
工
事
業
者
を
総
合
的
に
評
価
し
選
定
す
る
、
総
合
評

価
落
札
方
式
を
充
実
し
、
公
共
工
事
の
品
質
の
向
上
に
つ
な

げ
ま
す
。

●
市
の
工
事
監
督
職
員
の
技
術
力
の
向
上

　
工
事
を
適
切
に
監
督
、
検
査
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
技

術
力
の
向
上
が
必
要
で
す
。
工
事
検
査
室
に
よ
る
技
術
研
修
、

他
機
関
の
専
門
技
術
研
修
へ
の
職
員
の
参
加
な
ど
、
研
修
を

充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
各
事
業
課
に
配
置
し
た
担
当
者
を
活

用
し
、
研
修
の
情
報
・
成

果
を
広
く
共
有
で
き
る
職

場
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
、

職
員
の
技
術
力
の
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

◎
市
を
将
来
に
わ
た
り
支

え
る
社
会
資
本
の
整
備
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
、
良
い
公

共
構
造
物
を
造
る
た
め
に
、

工
事
の
品
質
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
商
工
観
光
部
は
、
市
の
活
性
化
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
明
る

く
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
場
産
業
の

持
続
的
な
発
展
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
人
が
集
い
・
交
流
す

る
こ
と
に
よ
る〝 

に
ぎ
わ
い 

〟の
創
出
を
図
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

　
市
の
産
業
構
造
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
第
３
次

産
業
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
産
業
構
造
を

多
様
化
す
る
と
と
も
に
税
収
の
増
加
を
図
る
た
め
、
産
業
集

積
地
の
整
備
に
よ
る
、
も
の
づ
く
り
産
業
な
ど
の
誘
致
や
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
新
た
な
産
業
の
創
出
に
努
め
ま 商工観光部長  上

う え ま つ

松  武
た け ひ こ

彦

“
に
ぎ
わ
い
”の
創
出

す
。

　
ま
た
、
若
年
層
の
皆
さ
ん
の
市
内
企
業
へ
の
就
職
を
後
押

し
す
る
た
め
、
企
業
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
、
雇
用
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

　
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
か
ら
柳
ケ
瀬
に
か
け
て
の
市
の
中
心
市
街
地

は
、
ま
ち
の
顔
で
あ
り
、
そ
の〝
に
ぎ
わ
い
〟は
、
市
全
体
の

活
力
や
活
気
の
源
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
元
商
店
街

の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
や

魅
力
的
な
店
舗
の
充
実
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
図
り
ま
す
。

●
鵜
飼
を
核
と
し
た
観
光
振
興

　

ぎ
ふ
長
良
川
鵜
飼
は
、
１
千

300
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

今
年
３
月
に
は
、
そ
の「
長
良
川
の
鵜
飼
漁
の
技
術
」が
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
市
を

代
表
す
る
重
要
な
地
域
資
源
を
後
世
に
継
承
・
保
存
す
る
と

と
も
に
、
世
界
の
宝
と
す
べ
く
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
代

表
リ
ス
ト
記
載
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
農
林
部
で
は
、
新
た
な
産
地
化
の
確
立
と
ブ
ラ
ン
ド
化
と

い
っ
た「
攻
め
の
農
業
」を
図
る
施
策
と
優
良
農
地
の
確
保
や

多
様
な
担
い
手
の
育
成
と
い
っ
た「
守
る
農
業
」を
図
る
施
策

を
2
つ
の
柱
に
掲
げ
、「
農
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
」を
図

り
ま
す
。

●
新
た
な
産
地
化
の
確
立
と
ブ
ラ
ン
ド
化

　
製
薬
業
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
歴
史
背
景
に
よ
り
、
薬
用

作
物
の
産
地
化
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
度
実
施
し
た
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
高
い
薬
用
作
物

の
栽
培
を
通
し
て
、
栽
培
技
術
の
習
得
お
よ
び
栽
培
面
積
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
安
全
・
安
心
な
市
農
産
物
を「
ぎ
ふ
野
菜（
ぎ
ふ
ベ
ジ
）」と 農林部長  市

い ち お か

岡  三
み つ あ き

明

農
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現

し
て
、
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に「
地
産
地
消
推
進
の
店（
ぎ

ふ
～
ど
）」を
活
用
し
て
、「
地
産
地
消
立
市
」を
推
進
し
ま
す
。

　
市
農
業
の
特
徴
で
あ
る
都
市
近
郊
型
農
業
と
豊
か
な
観
光

資
源
を
融
合
さ
せ
た「
岐
阜
市
版
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を

展
開
す
る
ほ
か
、「
農
業
ま
つ
り
」「
農
業
楽
市
」「
ぎ
ふ
～
ど

フ
ェ
ア
」の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
岐
阜
公
園
で
の「
朝
市
」な
ど
を

活
用
し
、
地
元
で
採
れ
た
農
産
物
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

●
担
い
手
の
育
成
と
農
地
集
約

　
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」と
連
携
し
、
地
域
農
業
の
担
い
手

の
育
成
や
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
産

地
構
造
の
転
換
を
促
す
た
め
に
必
要
な
施
設
整
備
や
機
械
化

の
導
入
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
な
ど
農
業
経
営
の
安
定
・

強
化
を
図
り
ま
す
。

●
所
管
施
設
の
将
来
像
の
検
討

　
開
設
以
来
、
40
余
年
経
過
す
る
中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て
、

「
市
場
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
今
後
の「
経
営
展

望
」「
整
備
計
画
」な
ど
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安

心
な
食
肉
の
供
給
体
制
の
確
立
に
向
け
、
食
肉
地
方
卸
売
市

場
の
再
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

●
食
農
教
育
の
推
進

　
遊
休
農
地
な
ど
を
活
用
し
た
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
農
業
の
魅
力
と
楽
し
さ
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
食
農
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
行
政
部
が
所
管
す
る
事
務
は
、
市
役
所
内
部
の
管
理
や

統
制
に
係
る
も
の
が
多
く
、
組
織
の
目
標
と
し
て
、
市
が

保
有
す
る
情
報
の
公
開
や
個
人
情
報
の
保
護
の
適
切
な
制

度
運
用
、
危
機
管
理
体
制
の
確
立
、
職
員
定
数
や
給
与
の

適
正
化
、
職
員
の
人
材
育
成
や
安
全・健
康
管
理
と
と
も
に
、

電
子
自
治
体
の
構
築
、
透
明
性
・
公
平
性
・
競
争
性
の
確

保
さ
れ
た
契
約
制
度
の
確
立
、
市
庁
舎
を
始
め
と
す
る
公

有
財
産
の
適
正
管
理
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

次
の
事
項
を
、
今
年
度
の
重
点
目
標
と
し
ま
す
。

●
市
庁
舎
建
設
の
推
進

　
現
在
の
市
庁
舎
は
、
老
朽
化
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
バ
リ
ア
フ 行政部長  松

ま つ の

野  正
ま さ ひ と

仁

「
免
疫
力
」の
あ
る
組
織
風
土
の
確
立

リ
ー
、
分
散
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
11

月
議
会
に
お
い
て
司
町
へ
の
移
転
新
築
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
特
例
債
の
期
限
内
で
あ
る
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
新
庁
舎

が
建
設
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
は
、
基
本
設
計
を
引
き
続
き
進

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
親
し
み
の
持
っ

て
い
た
だ
け
る
新
庁
舎
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
競
輪
事
業
の
経
営
改
善

　
市
に
は
岐
阜
競
輪
場
が
あ
り
ま
す
が
、
地
方
財
政
の
健
全

化
つ
ま
り
収
益
の
一
般
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
財
源
の

強
化
な
ど
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
10
年
一

般
会
計
へ
は
、
毎
年
1
億
円
か
ら
3
億
円
を
繰
り
入
れ
て
い

ま
す
が
、
フ
ァ
ン
の
固
定
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
今

後
の
売
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
競
輪
事
業
経

営
の
一
層
の
改
革
に
努
め
ま
す
。

●
法
令
等
遵
守
、
危
機
管
理
体
制
の
整
備
・
強
化

　
市
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
と
協
力
を
得
て
進
め
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
は
、
ま
ず
法
令
等
や
服
務

規
律
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
職
務
に
係
る
倫
理
保
持
に
努
め
、

不
祥
事
等
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
今
年

度
か
ら
採
用
し
た
特
定
任
期
付
職
員
の
弁
護
士
を
活
用
す
る
な

ど
内
部
統
制
に
係
る
リ
ス
ク
管
理
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
組
織
的
で
効
果
的
な
職
員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
み
、

職
員
が
互
い
に
支
え
合
い
、
自
ら
考
え
、
問
題
の
解
決
が
で
き

る「
免
疫
力
」の
あ
る
組
織
風
土
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

▲みんなの森 ぎふメディアコスモス周辺道路整備状況

◀
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
ぎ
ふ
長
良
川
鵜
飼
」Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
旗

▲市の魅力を伝える冊子
「ええとこたんと岐阜市」
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４
月
１
日
時
点
で
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳
以

上
の
人
は
11
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
て

い
ま
す
の
で
、
高
齢
化
率（
65
歳
以
上
人
口
が
総
人
口
に
占

め
る
比
率
）は
26.76
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。
福
祉
部
は
、
高
齢

の
人
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
生
活
に
困
窮
す
る
人
な
ど
が
、

安
心
し
て
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
的

な
生
活
支
援
を
進
め
ま
す
。

●
高
齢
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
介
護
だ
け
で
な
く
、
医
療
や
予
防
、
生
活
支
援
、
住 福祉部長  松

ま つ ば ら

原  隆
た か ゆ き

行

総
合
的
な
生
活
支
援
の
推
進

ま
い
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
努
め
、
新
た
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を

整
え
ま
す
。

●
障
が
い
・
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
、
差
別
解
消
の
促
進

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
と

き
に
障
が
い
の
な
い
人
よ
り
不
利
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

眼
が
見
え
な
い
、
歩
け
な
い
な
ど
と
い
う
そ
の
人
が
持
つ
機

能
の
障
が
い
を
考
え
な
い
で
作
ら
れ
た
社
会
の
仕
組
み
に
原

因
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
取
り
除
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
白
杖
を
頭
上
に
掲
げ
て
サ
ポ
ー

ト
を
求
め
る「
白
杖
Ｓ
Ｏ
Ｓ
シ
グ
ナ
ル
」の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

の
普
及
活
動
な
ど
、
障
が
い
・
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解

促
進
、
差
別
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
生
活
に
困
窮
す
る
人
、
生
活
保
護
受
給
中
の
人
へ
の
自
立

支
援

　
生
活
に
困
窮
し
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
な
く
な
る

恐
れ
の
あ
る
人
に
対
し
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
就

職
、
住
居
、
家
計
管
理
、
子
ど
も
の
学
習
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
・
強
化
し
ま
す
。
家
庭
の
経
済
的
理
由
な
ど
で
よ
い

教
育
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
と
、
就
職
、
高
収
入
へ
の
道
の
り

が
険
し
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
貧
困
の
連
鎖
」は
防
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
生
活
福
祉
一
課
内
に「
生
活
・
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
お
困
り
事
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
考
え
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
部
は
、
社
会
の
希
望
・
未
来
を
つ
く
る
力
で

あ
り
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た“
ぎ
ふ
っ
子
”が
、
大
き
な

夢
や
志
を
抱
き
健
や
か
に
成
長
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で
き
、
育
て
る
喜
び
が
実
感
で
き
る

「
子
育
て
環
境
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
ま
ち
・
ぎ
ふ
」の
実
現
に

向
け
、
こ
の
４
月
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
わ
る
施
策
を
包
括
し
、
少
子
化
対

策
の
総
合
的
な
企
画
立
案
、戦
力
的
な
事
業
展
開
を
推
進
し
、

市
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実　

　
子
ど
も
に
関
す
る
窓
口
機
能
を
統
合
し
、
妊
娠
、
出
産
、

子ども未来部長  坂
さ か ぐ ち

口  正
ただし

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実

子
育
て
の
各
段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

　
妊
娠
し
て
い
る
人
へ
の
保
健
指
導
、
児
童
手
当
や
子
ど
も

医
療
費
、
育
英
資
金
の
貸
し
付
け
な
ど
の
各
種
給
付
に
加
え
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
、
児
童
館
な
ど
子
ど
も
・
子
育

て
施
設
の
運
営
管
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
市
の
多
様
な
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
案
内
や
申
請
窓
口
と
し

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
、
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
の
た
め
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実　

　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
３
歳
未
満
児
の
保
育
ニ
ー

ズ
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
育
室
の

増
改
築
や
、
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
、「
子
ど
も・

子
育
て
支
援
新
制
度
」の
開
始
に
伴
う
小
規
模
保
育
事
業
の
実

施
に
よ
り
、児
童
の
受
け
入
れ
人
数
、施
設
を
増
や
す
こ
と
で
、

よ
り
身
近
な
場
所
で
保
育
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
・
若
者
の
悩
み
や
不
安
の
相
談
・
支
援
の
充
実　

　
子
ど
も
・
若
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー“
エ
ー
ル
ぎ
ふ
”で
は
、

子
ど
も
・
若
者
は
も
と
よ
り
保
護
者
、
教
職
員
を
も
対
象
に
、

寄
り
添
う
心
を
持
ち
総
合
的
、
継
続
的
な
相
談
、
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
職
員
の
研
鑽
と
関
係
機
関
と
の

連
携
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
部
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
誰
も
が
心
も
体
も
健
幸（
健

康
で
幸
せ
）で
、
生
き
が
い
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、「
事
前
の
一
策
」と
し
て
、
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
施

策
と
、急
病
の
際
に
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

医
療
環
境
を
充
実
し
ま
す
。

●
市
民
総
参
加
に
よ
る
健
康（
幸
）づ
く
り

　
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
歩
く
」を
基
本
と
し
た

「
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
ぎ
ふ
」を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま

す
。
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
5
回
目
を
迎
え
る「
健
幸
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
５
」、
健
康

づ
く
り
に
取
組
ん
で
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
応
募
す
る
と
景
品

が
当
た
る「
ぎ
ふ
健
幸
チ
ャ
レ
ン
ジ
」な
ど
を
実
施
し
ま
す
。 健康部長  兼

か ね や ま

山  鉄
て つ ろ う

郎

健
康
長
寿
社
会
の
実
現

●
市
民
の
健
幸
を
支
え
る
環
境
づ
く
り

　
「
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
続
き
、
長
良
川

河
畔
の「
長
良
川
ウ
エ
ル
ネ
ス
エ
リ
ア
」で
は
、「（
仮
称
）岐
阜

市
長
良
川
防
災
・
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
今
年
度
完
成
予
定

で
す
。
平
常
時
は
健
康
増
進
の
拠
点
と
し
て
、
運
動
・
教
室

ス
ペ
ー
ス
と
あ
わ
せ
、
高
橋
尚
子
ロ
ー
ド
な
ど
を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
際
に
も
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て

活
用
で
き
る
も
の
に
し
ま
す
。

●
食
育
推
進
と
食
生
活
改
善

　
食
育
推
進
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

や
摂
取
量
な
ど
が
短
時
間
で
分
か
る
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

栄
養
士
な
ど
に
よ
る
相
談
や
指
導
の
機
会
を
設
け
、
健
全
な

食
生
活
が
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
予
防
医
療
の
充
実

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
各
種
予
防
接
種
や

が
ん
検
診
な
ど
を
行
い
、
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
30
歳
か
ら
70
歳
の
10
歳
刻
み

で
実
施
し
て
い
た
節
目
歯
科
健
診
の
対
象
を
5
歳
刻
み
と
し
、

歯
周
疾
患
な
ど
を
予
防
し
ま
す
。

●
救
急
医
療
環
境
の
充
実

　
夜
間
や
休
日
の
救
急
医
療
体
制
確
保
の
た
め
、
市
民
病
院
内
に

「
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
」、「
休
日
急
病
歯
科
セ
ン
タ
ー
」お
よ
び「
小

児
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
市
内
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
対
象
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
う

な
ど
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
救
急
医
療
環
境
を
充
実
し
ま
す
。

　
自
然
共
生
部
は
、
清
流
長
良
川
や
緑
豊
か
な
金
華

山
に
代
表
さ
れ
る
自
然
環
境
の
保
全
、
大
気
や
水
環

境
な
ど
の
保
全
に
よ
る
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
お
よ
び
ご
み
の
減
量
や
資
源
の
有
効
活
用

に
よ
る
循
環
型
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
で
、
持
続
可
能

な「
環
境
と
調
和
す
る
、
人
に
や
さ
し
い
都
市
岐
阜
」の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

●
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
ま
ち

　
市
内
に
は
約
５
千
400
種
の
多
種
多
様
な
動
植
物
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
こ
れ
ら
多
様
な
生

物
が
関
わ
り
合
う
環
境
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
も

言
え
ま
す
。
こ
の
自
然
の
恩
恵
を
持
続
的
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
、
豊
か
な
自
然
と
ふ

環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

れ
あ
え
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
自
然
環
境
の
視
点
か
ら
、
あ
る
べ
き
市
の
姿
を

示
す「
岐
阜
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
」を
作
成
し
ま
す
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
賢
く
利
活
用

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
災
害
時
の
電
力
確
保
に
は
、
電
力
会

社
か
ら
の
電
力
に
加
え
、
太
陽
光
や
地
中
熱
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
化
石
燃
料
の
高
効
率
利
用
を
組
み
合
わ
せ

た「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
自
立
化
」が
効
果
的
で
す
。
こ
の
た

め
、
引
き
続
き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
省
エ
ネ
の

促
進
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
地
下
水
資
源
の
保
全
を
図
り
つ
つ「
地
中
熱
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
」の
普
及
、
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
賢
く
活
用
す
る
た
め「
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
岐
阜
実
証
事
業
」を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
も
っ

た
い
な
い
」を
合
言
葉
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
省
エ
ネ
型
の
暮
ら

し
へ
の
転
換
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
ご
み
減
量
の
市
民
運
動(

雑
が
み
の
回
収)

　
現
在
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
、
焼
却
さ
れ
て
い
る
ご
み
の

中
に
は
、
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
、
包
装
紙
な
ど
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る「
雑
が
み
」が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ご
み
減
量
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
と「
雑
が
み

の
回
収
」の
市
民
運
動
を
進
め
、
ご
み
焼
却
量
の
削
減
に
努
め

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
古
紙
回
収
用
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
拡
大
に
加
え
、

地
域
の
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
回
収
支
援
な
ど
幅
広
い
世

代
を
巻
き
込
ん
だ
雑
が
み
回
収
を
進
め
ま
す
。

　
環
境
事
業
部
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
清
潔
で
快
適
な
生
活

環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
ご
み
を
安
定
的
か
つ
適
正
に
処
理

で
き
る
体
制
の
維
持
と
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と
と

も
に
、
ご
み
減
量
と
資
源
化
を
積
極
的
に
進
め
、
資
源
が
循

環
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
の
推
進

　
市
で
は
、
ご
み
の
収
集
か
ら
焼
却
ま
で
の
中
間
処
理
、
焼

却
残
渣
の
埋
め
立
て
処
分
ま
で
を
確
実
に
実
施
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。 資

源
が
循
環
す
る
社
会
の
実
現

　
市
内
の
ご
み
量
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
の
排
出
抑
制

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
ご
み
減
量
・
資
源
化
に
か
か

る
取
り
組
み
と
ご
み
処
理
の
課
題
を
検
証
・
整
理
す
る
と
と

も
に
、
将
来
の
人
口
動
態
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
、

安
全
か
つ
確
実
に
ご
み
処
理
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
施
策

の
根
幹
と
な
る
ご
み
処
理
基
本
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

●
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
と
適
正
管
理

　
ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に
は
施
設
を
安
定
し
て
稼

働
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
常
の
運
転
管
理
は
も
と
よ

り
、
毎
年
の
定
期
点
検・整
備
を
適
切
に
実
施
し
、
さ
ら
に
は
、

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
焼
却
施
設
の
基
幹
的
設

備
改
良
工
事
や
し
尿
処
理
施
設
の
改
修
な
ど
を
着
実
に
進
め
、

将
来
に
わ
た
り
適
正
処
理
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

●
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
推
進

　
産
業
廃
棄
物
処
理
の
許
可
業
者
な
ど
へ
の
定
期
的
な
立
入

検
査
や
産
廃
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
不
法

投
棄
・
不
法
焼
却
な
ど
不
適
正
処
理
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
北
部
地
区
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
事
案
に
つ
い
て

は
、
現
場
お
よ
び
周
辺
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
不
法
投
棄
行
為
者
な
ど
に
対
す
る
費

用
回
収
に
努
め
ま
す
。

　
都
市
防
災
部
は
、
近
い
将
来
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
、
確
実
に
直
面
す
る
大
災
害
に
備
え

る
た
め
、
防
災
体
制
の
充
実
強
化
と
災
害
に
よ
る
被
害
を
最

小
化
す
る
た
め
の
減
災
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
始
め
と
す
る
大
規
模
災
害
の
教

訓
を
も
と
に
、
初
動
対
応
か
ら
応
急
対
策
、
復
旧
・
復
興
対

策
に
係
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
防
災
対
策
の
現
状
を

検
証
し
、
岐
阜
市
地
域
防
災
計
画
や
地
震
災
害
対
策
に
関
す

る
各
種
計
画
を
見
直
し
、市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
防
災
意
識
の
普
及
啓
発

　
地
震
、
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
災
害
の
種
類
や
状
況
に
よ

り
、
避
難
の
際
に
と
る
べ
き
防
災
・
減
災
行
動
は
異
な
り
ま

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

す
。
危
険
が
切
迫
し
た
状
況
下
で
は
、
指
定
さ
れ
た
避
難
場

所
へ
の
移
動
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の「
い
の
ち

を
守
る
」た
め
に
最
低
限
必
要
な
行
動
と
し
て
、
自
宅
の
2
階

以
上
に
避
難
す
る
垂
直
避
難
や
安
全
を
確
保
で
き
る
場
所
に

と
ど
ま
る
待
避
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
的
確
に
避
難
を
行
い
、

ま
た
二
次
災
害
発
生
予
想
箇
所
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
併
せ
た
防
災
冊
子

を
作
成
し
、
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
各
家
庭
に
お
い
て
、
家
族
が
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
避
難
所
の
機
能
強
化

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
調
査
の
結
果
を
受
け

て
、
想
定
避
難
者
の
数
を
１
万
８
千
人
か
ら
５
万
３
千
人
へ

と
変
更
し
、
各
種
防
災
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
２
か
年
で
、
市
内
全
中
学
校
に
防
災
倉
庫
を
設

置
し
、
炊
飯
装
置
や
発
動
発
電
機
な
ど
の
災
害
応
急
対
策
用
資

機
材
を
整
備
し
、
避
難
所
の
更
な
る
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
を
守
る
防
災
力
の
基
盤
整
備

　
災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
を
守
る
う
え
で
重
要
な
対
策
で
す
。
風
水
害
や
土
砂
災

害
な
ど
の
災
害
へ
の
対
応
強
化
の
た
め
、
現
在
438
基
あ
る
防

災
行
政
無
線
屋
外
子
局
を
今
年
度
末
ま
で
に
33
基
増
設
し
、

情
報
伝
達
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
病
院
は
、「
心
に
ひ
び
く
医
療
の
実
践
」を
基
本
理

念
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、「
患
者
さ
ん
の
権
利
を

尊
重
し
た
心
温
ま
る
医
療
」「
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
チ
ー
ム

医
療
」「
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
た
患
者
さ
ん
中
心
の

継
続
し
た
医
療
」「
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
最
新
か
つ

高
度
な
医
療
の
提
供
」な
ど
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

●
医
療
体
制
の
充
実

　
市
民
病
院
は「
地
域
医
療
支
援
病
院
」と
し
て
、
か
か
り

つ
け
医
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
診
療
を
積
極
的
に
行
い
、
ま

心
に
ひ
び
く
医
療
の
実
践

た
、
岐
阜
県
地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
ぎ
ふ
清
流
ネ
ッ

ト
）を
活
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
・
機
能
分

担
を
更
に
進
め
る
と
と
も
に
、「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」と
し
て
、
よ
り
質
の
高
い
が
ん
診
療
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た「
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、
災
害
医
療
に
対

応
可
能
な
病
院
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
急
性
期
医
療
環
境
の
向
上

　
市
民
病
院
は
、
高
度
医
療
や
災
害
医
療
を
行
っ
て
い
く
う

え
で
、
病
院
環
境
の
更
な
る
改
善
を
目
指
し
、
今
年
4
月
1

日
に
認
定
を
受
け
た
、
日
本
集
中
治
療
医
学
会
専
門
医
研
修

施
設
と
し
て
、
急
性
期
医
療
に
関
す
る
人
材
育
成
に
努
め
る

と
と
も
に
、
昨
年
度
計
画
を
策
定
し
た
Ｈ
Ｃ
Ｕ（
高
度
治
療
室
）

の
稼
働
に
向
け
た
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

●
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
の
整
備

　
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」で
あ
る
市
民
病
院
は
、
が
ん

の
早
期
発
見
や
診
断
精
度
の
更
な

る
向
上
を
図
る
た
め
、
特
殊
な
検

査
薬
で
が
ん
細
胞
に
目
印
を
つ
け

る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
の
導
入
と
検

査
・
治
療
体
制
の
整
備
に
向
け
た

計
画
を
策
定
し
、
質
の
高
い
が
ん

治
療
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
が
な
い
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
ほ
か
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
発
行
な
ど
の
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を「
確
実
・
迅
速
・
懇
切
丁
寧
」に
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
運
営
を
図
る
た
め
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
の
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
交
通
事
故
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
者
の
大
半
が
高

齢
者
で
あ
る
た
め
、
高
齢
者
を
見
守
る
地
域
力
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
教
育
・
啓
発

活
動
や
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

市民生活部長  島
し ま つ か

塚  英
ひ で ゆ き

之

実
効
性
の
あ
る
消
費
者
教
育

●
消
費
者
教
育
の
充
実

　
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
岐
阜
市
版
の

消
費
者
教
育
推
進
計
画

を
策
定
し
、
小
中
学
校

で
の
消
費
者
教
育
や
出

前
講
座
を
は
じ
め
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
総
合

的
・
一
体
的
な
消
費
者

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
証
明
発
行
な
ど
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
書

な
ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
交
付
で

必
要
と
な
る
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）カ
ー
ド
の
普
及
に
努

め
る
と
と
も
に
、「
確
実
・
迅
速
・
懇
切
丁
寧
」を
モ
ッ
ト
ー
に

質
の
高
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
運
営

　
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
抑
制
の
た
め
、
特
定（
メ
タ
ボ
）

健
診
の
受
診
率
向
上
と
保
健
指
導
の
積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
病
気
の
重
症
化
の
予
防
に
取
り
組

み
ま
す
。

神
こ う や ま

山  奨
すすむ

環境事業部長  林
はやし

  俊
と し ろ う

朗

自然共生部長  日
ひ び の

比野  淳
じ ゅ ん じ

二 市民病院長  冨
と み た

田  栄
え い い ち

一

防災監兼
都市防災部長

▲電話機に貼る「振り込め詐欺防止グッズ」▲ＨＣＵ（高度治療室）の完成イメージ
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消
防
本
部
は
、
42
万
市
民
の
安
全
・
安
心
の
担
い
手
と

し
て
、
火
災
・
救
急
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
す
る

た
め
盤
石
な
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
急
速
に

変
化
し
て
い
る
都
市
構
造
や
生
活
環
境
に
伴
っ
て
発
生
す

る
災
害
は
複
雑
多
様
化
し
、
消
防
活
動
や
火
災
予
防
行
政

な
ど
に
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
市
民
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
の
重
点
施
策
を
掲
げ
、
全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
消
防
行
政
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　
119
番
通
報
の
受
信
か
ら
、
火
災
・
救
急
現
場
へ
の
消
防

火
災
防
災
対
策
の
推
進

車
や
救
急
車
に
出
場
指
令
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
に
伴

い
、
新
た
な
る
シ
ス
テ
ム
の
平
成
29
年
3
月
運
用
の
開
始
を

目
指
し
て
災
害
出
場
の
更
な
る
迅
速
化
お
よ
び
確
実
性
を
図

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
更
新
整
備
に
係
る
実

施
設
計
を
策
定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
守
る「
高
機
能
消
防
指

令
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」を
目
指
し
ま
す
。

●
火
災
予
防
対
策
の
推
進

　
火
災
に
よ
る
死
者
の
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
、

中
で
も
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
高
い
の
が
現
状
で
す
。
火
災
に

よ
る
死
者
の
低
減
を
図
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率

の
向
上
を
目
指
し
、
高
齢
者
を
は
じ
め
焼
死
者
防
止
対
策
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
法
令
違
反
の
防
火
対
象
物
の
公
表
制
度
お

よ
び
新
表
示
制
度
を
活
用
し
違
反
是
正
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

●
救
急
業
務
の
高
度
化

　
救
急
出
場
件
数
が
年
々
増
加
す
る
中
、
救
急
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
気
管
挿
管
、
薬
剤
投
与
な
ど
が
行

え
る
救
急
救
命
士
を
計
画
的
に
養
成
し「
社
会
復
帰
で
き
る
救

急
救
命
」を
目
指
し
て
、
救
急
業
務
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
未
来
を
担
う
若
い

世
代
の
救
命
技
能
の
向
上
が
必
要
で
す
。
今
年
度
も
引
き
続

き
、
市
内
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に「
命
の
教
育
」授
業

の
中
で
救
命
講
習
を
行
う
な
ど
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
救
命
講
習
会
を
多
数
開
催
し
、
地
域
全
体

の
救
命
力
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
は
、
切
迫
す
る
巨
大
地
震
に

備
え
る
た
め
民
間
建
築
物
の
耐
震
化
の
支
援
や
公
共

建
築
物
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

今
後
増
え
続
け
る
空
き
家
の
適
正
管
理
を
促
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

２
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
実

施
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
個
性
豊
か
な
岐
阜
の
景
観
を
守

り
育
て
、
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
魅

力
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
南 まちづくり推進部長  佐

さ の

野  嘉
よ し の ぶ

信

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
内
陸

直
下
型
地
震
に
備
え
、
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
は
建
築

物
の
耐
震
化
が
大
変
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、
民
間
建
築
物

の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
社
会
問
題
化
す

る
管
理
不
全
な
空
き
家
に
つ
い
て
も
、
関
係
部
局
と
連
携
し

適
正
管
理
を
促
す
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

●
に
ぎ
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

２
期
岐
阜
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
掲
げ
る
事

業
を
実
施
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
ま
ち
な
か
居
住
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
中
心
市
街
地
で
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
り
生
ま
れ
た
新
た

な
に
ぎ
わ
い
を
更
に
大
き
な
に
ぎ
わ
い
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、

関
係
者
間
の
情
報
や
問
題
を
共
有
し
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決

に
向
け
た
調
整
を
図
り
ま
す
。

●
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
清
流
長
良
川
と
緑
豊
か
な
金
華
山
に
代
表
さ
れ
る「
美
し
い

自
然
景
観
」、
地
域
に
根
ざ
し
た「
歴
史
・
文
化
が
薫
る
景
観
」、

新
し
い
顔
の「
都
市
景
観
」。
こ
れ
ら
が
調
和
し
た
個
性
豊
か

な
わ
が
ま
ち
の
景
観
は
、
全
市
民
共
有
の
財
産
で
す
。
こ
う

し
た
景
観
を
守
り
育
て
、
愛
着
と
誇
り
が
持
て
る
岐
阜
ら
し

い
景
観
形
成
を
図
る
た
め
、
新
た
な
ル
ー
ル
づ
く
り
や
街
並

み
保
全
な
ど
、
皆
さ
ん
と
共
に
魅
力
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
み
、
一
部
の
地
方
都

市
で
は
街
の
存
続
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
都
市

建
設
部
で
は
、
若
い
世
帯
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の

人
が
、
我
が
街
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
多
く
の
人
に
便
利

で
安
心
し
て
住
み
続
け
て
い
た
だ
け
る
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成

　
岐
阜
駅
前
か
ら
柳
ケ
瀬
周
辺
の
中
心
市
街
地
を
、
便
利
で

快
適
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
様
な
都
市
機
能
を

集
積
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

岐
阜
公
園
を
織
田
信
長
公
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
歴
史
公
園 都市建設部長  後

ご と う

藤  和
か ず ひ ろ

弘

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

と
し
て
再
整
備
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
集
い
に
ぎ
わ
う
空
間

と
し
て
魅
力
を
高
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
岐
阜
公
園
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
三
重
塔
を
保
存
活
用
す
る
た
め
、
大
規
模
な
修

復
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
安
全
で
快
適
な
都
市
の
創
出

　

踏
切
事
故
や
渋
滞
を
解
消
し
、

交
通
の
利
便
性
や
円
滑
化
を
図
る

た
め
に
、
名
鉄
高
架
事
業
を
推
進

し
ま
す
。
併
せ
て
統
合
駅
が
新
設

さ
れ
る
加
納
・
茶
所
地
区
に
お
い

て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
住

環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
を
確
保
し
、
交
通
機
関
の
乗

り
継
ぎ
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
東
街
区
で
歩

行
者
用
デ
ッ
キ
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
健
康(

幸)

の
ま
ち
づ
く
り

　

開
園
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
を
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
魅
力
的
な
施
設
と
し
て
再
整
備
を

行
い
、
来
場
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に
一

番
身
近
な
街
区
公
園
を
、
幅
広
い
世
代
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
再
編
・
整
備
を
計
画
し

て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
活
用
や
、
ま

ち
な
か
歩
き
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
上
下
水
道
事
業
部
は
、
安
全
な
水
道
水
の
供
給
と
清
潔

な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
効
率
的
で
計
画
的
な
施
設
整

備
を
図
り
な
が
ら
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
経
営
の
健
全

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
・
下
水
道
事
業
は
、

料
金
収
入
に
よ
り
経
営
を
行
う「
独
立
採
算
」の
も
と
に
運

営
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て「
税
金
」は
使
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
今
後
、
今
年
度
か
ら
5
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た「
上
下

水
道
事
業
中
期
経
営
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、
借
入
金
で
あ
る

企
業
債
残
高
の
縮
減
や
適
正
な
料
金
の
あ
り
方
の
検
討
な

ど
、
さ
ら
な
る
経
営
の
健
全
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
進   中

な か し ま

島  豊
と よ ゆ き

之

安
全
な
水
道
水
の
供
給

め
て
い
き
ま
す
。

●
上
水
道
施
設
の
整
備

　

現
在
、
市
内
に
布
設
さ
れ
て
い
る
配
水
管
の
総
延
長
は
、

２
千

350
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
ま
す
。
口
径

300
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
以
上
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
率
は
、
43
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
で
あ
り
、
地
震
災
害
時
に
お
い
て
も
安
定
給
水
を
行
え

る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
、
老
朽
管
の
更
新
・
耐
震
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
配
水
機
能
の
増
強
を
図
る
た
め
、

黒
野
第
一
配
水
池
の
完
成
に
引
き
続
き
、
岩
野
田
配
水
池
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

●
下
水
道
施
設
の
整
備

　
中
部
プ
ラ
ン
ト
は
、
70
年
以
上
に
わ
た
り
市
内
中
心
部
の

汚
水
処
理
を
続
け
て
い
る
歴
史
の
古
い
下
水
処
理
場
で
す
。

こ
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現
在
、
施
設
の
全
面
的
な
改

築
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
築
に
よ
り
、
十
分
な
耐

震
性
を
備
え
た
施
設
と
な
り
、
地

震
災
害
時
で
も
汚
水
処
理
機
能

を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
す
べ
て
の
処
理
施
設
を
建
物

内
部
に
配
置
す
る
な
ど
、
周
辺
の

住
環
境
に
も
配
慮
し
た
施
設
と

な
り
ま
す
。

●
み
ん
な
の
森 

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
の
開
館
に
向
け
て

　
基
本
構
想
の
策
定
か
ら
10
年
の
時
を
経
て
、
い
よ
い
よ

今
年
7
月
18
日
㈯
、
み
ん
な
の
森 

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ

ス
は
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　
市
民
参
画
部
は
、
世
界
的
に
著
名
な
建
築
家
伊
東
豊
雄
さ

ん
の
設
計
に
よ
る
施
設
を
舞
台
に
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
さ
れ
た
益
川
敏
英
さ
ん
を
名
誉
館
長
と
し
て
お
迎
え

す
る
中
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
拠
点
を
標
榜
す
る

「
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
」、
市
に
お
け
る
国
際
交
流
・
多

文
化
共
生
推
進
の
中
核
施
設
と
な
る「
多
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
」

各
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
中
央
図
書
館
と
の
連
携
を
図
り
、
相
乗
効
果 市民参画部長  松

ま つ ひ さ

久  丘
たかし

情
報
や
人
々
の
多
様
な
交
流

を
高
め
て
い
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
人
々
の
多
様
な
交

流
が
都
市
の
未
来
を
築
く
礎
に
な
る
も
の
と
の
考
え
に
立
ち
、

「
根
か
ら
知
を 

枝
葉
で
ふ
れ
あ
い
花
咲
か
せ 

明
日
へ
の
種
を

創
り
育
む
」と
の
施
設
理
念
の
発
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
住
民
自
治
の
拡
充
～
多
様
性
と
持
続
性
の
あ
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
て
～

　
自
治
会
連
合
会
を
単
位
と
し
た
地
区
で
設
立
を
進
め
て
い

る
、
住
民
自
治
基
本
条
例（
平
成
19
年
3
月
30
日
条
例
第
11
号
）

に
基
づ
く「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の
設
立
促
進
お
よ
び
活
動

支
援
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
基
軸
と
な
る
自
治
会
連
合
会
の
組

織
強
化
策
な
ど
に
つ
い
て
、
昨
年
度
策
定
の「
岐
阜
市
都
市
内

分
権
推
進
構
想
」に
位
置
付
け
て
い
る
と
お
り
、
現
在
あ
る
支

援
制
度
な
ど
の
再
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
～
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
～

　
「
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」に
よ
る
と
、
人
権
問
題
に

関
心
の
あ
る
人
の
割
合
は
、
全
体
の
8
割
を
超
え
る
高
い
数
値

を
示
し
、そ
の
中
で「
人
権
問
題
の
解
決
の
方
策
」に
つ
い
て
は
、

行
政
や
学
校
に
お
い
て
、
教
育
・
啓
発
活
動
を
粘
り
強
く
行
う

必
要
が
あ
る
と
す
る
人
が
5
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
こ

う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、「
第
二
次
岐
阜
市（
後
期
）人
権
教
育
・

啓
発
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、「
人
権
」に
つ
い

て
親
し
み
や
す
い
フ
レ
ー
ズ
の
検
討
も
含
め「
人
権
尊
重
の
理

念
」が
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
、
当
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
は「
岐
阜
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」に
基
づ

き
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
社
会
に
お
い
て
そ
の
個
性
と
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
基
礎
的
能
力
の
育
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
実
り
豊
か
な
人
生
を
送

る
た
め
の
質
の
高
い
学
び
・
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
基
礎
的
能
力
の
育
成

　
学
校
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
小
学
校
１
年
生
か
ら
の
英

語
教
科
化
、
年
間
10
回
の
土
曜
授
業
の
充
実
、
意
欲
的
な
中

学
生
を
対
象
に
才
能
開
花
の
機
会
を
提
供
す
る「
土
曜
日
の

才
能
開
花
教
育
ギ
フ
テ
ィ
ッ
ド
」、
小
学
校
理
数
科
専
門
の
Ｓ 教育長  早

は や か わ

川  三
み ね お

根夫

質
の
高
い
学
び
の
提
供

Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の
充
実
、デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
電
子
黒
板
の
活
用
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
た
授
業
の
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、
各
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
し
、
快
適
な
環
境

を
整
備
し
ま
す
。
学
校
外
に
お
い
て
は
、
６
日
間
英
語
漬
け
の

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
in
Ｇ
ｉ
ｆ
ｕ
、
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
有
望
選
手
支
援
な
ど

を
行
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
イ
ジ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

②
学
び
や
育
ち
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

　
子
ど
も
・
若
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
エ
ー
ル
ぎ
ふ
」と
緊

密
に
連
携
す
る
と
と
も
に
、
放
課
後
に
子
ど
も
が
安
全
で
健

や
か
に
過
ご
せ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
順
次
拡
大
し
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
つ
教
育
力
の
積
極
的
活
用

　
他
の
中
核
市
に
先
駆
け
て
、
全
市
立
小
中
学
校
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
が
学
校
教
育
を

支
え
、
学
校
が
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
好
循
環
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④「
岐
阜
に
生
ま
れ
て
、
育
っ
て
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」と

実
感
で
き
る
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
市
民
の
皆
さ
ん
に「
新
た
な
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
」を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
、
新
図
書
館（
今
年
７
月
）、
市
民
の
皆
さ

ん
や
Ｆ
Ｃ
岐
阜
が
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設（
平
成
28

年
１
月
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
科
学
館（
平
成
28
年
度
中
）の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
準
備
・
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
基
盤
整
備
部
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
身
近
な
道

路
・
水
路
な
ど
の
整
備
、
維
持
管
理
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の

施
設
に
必
要
な
用
地
の
取
得
、
さ
ら
に
は
自
転
車
の
駐
輪
対

策
な
ど
幅
広
い
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
を

通
じ
て
、
災
害
に
強
く
活
力
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
安
全・安
心
と
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
将
来
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
巨
大
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
へ
の
備
え
と
と
も
に
、
道
路
・
水
路
な
ど
、
基
盤
施
設

の
老
朽
化
対
策
は
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
安
全
・
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
橋
の
耐

震
補
強
工
事
を
進
め
る
ほ
か
、
内
水
対
策
と
し
て
浸
水
箇
所 基盤整備部長  吉

よ し む ら

村  清
き よ の り

則

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

の
解
消
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
洪

水
時
に
は
水
防
活
動
の
拠
点
、
平

常
時
に
は
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る（
仮
称
）岐
阜
市
長
良
川
防
災
・

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
を
進

め
ま
す
。
さ
ら
に
、
基
盤
施
設
の

定
期
的
な
点
検
や
修
繕
な
ど
を
着

実
に
実
施
し
、
計
画
的
で
効
果
的

な
維
持
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
都
市
間
の
連
携
や
産
業
の
振
興
な
ど
、
地
域
の
発
展
を
図

る
基
盤
と
し
て
、
国
が
進
め
て
い
る
東
海
環
状
自
動
車
道
の

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る(

仮

称)

岐
阜
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や（
仮
称
）岐
阜
三
輪
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
市
の
骨
格
と
な
る
幹
線
道
路
の
整
備
を
進
め
、

渋
滞
の
解
消
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
市
の
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　
岐
阜
公
園
に
隣
接
す
る
岐
阜
駅
高
富
線（
梶
川
工
区
）で
は
、

電
線
の
地
中
化
な
ど
に
よ
る
快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
ほ
か
、
ベ
ン
チ
の
設
置
な
ど
を
通
じ
て
誰
も
が
歩
き
た

く
な
る
道
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
順
次
進
め
、
地
域
の
安
全

や
省
電
力
化
に
努
め
ま
す
。

　
柳
津
地
域
振
興
事
務
所
は
、
平
成
18
年
の
岐
阜
市

と
柳
津
町
と
の
合
併
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
地
域
自
治

区
に
お
い
て
、
地
域
協
議
会
を
は
じ
め
住
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
自
治
区
の
設
置
期
間
は
い
よ

い
よ
今
年
度
末（
平
成
28
年
3
月
31
日
）ま
で
と
な
り
ま
し
た

が
、
活
力
あ
る
ま
ち
・
地
域
を
め
ざ
し
て
、
柳
津
地
域
は
も

と
よ
り
市
の
更
な
る
発
展
、
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

●
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
協
力
に
よ
り
、
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
を
創
造
し
実
現
す
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
地
域
住
民
の
提
案
に
よ
る
事
業
と 柳津地域振興事務所長  小

お が わ

川  欽
き ん い ち

市

活
力
あ
る
ま
ち
・
地
域
を
構
築

し
て
、
ま
ち
の
将
来
を
担
う
中
高
生
、
大
学
生
か
ら
意
見
を

求
め
る「
将
来
の
柳
津
に
つ
い
て
の
懇
談
会
」を
開
催
す
る
な

ど
、
多
様
性
に
富
ん
だ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

●
地
域
の
自
然
や
文
化
の
活
用

　
緑
と
自
然
豊
か
な「
境
川
緑
道
公

園
」周
辺
は
、
毎
日
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
む
多
く
の
人
々
に
利
用

さ
れ
て
お
り
、
公
園
を
メ
イ
ン
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
や
南
部
地

域
を
代
表
す
る
催
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
出
身
の「
原
三
溪

翁
」の
顕
彰
事
業
も
年
を
追
う
ご
と

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
文
化

な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業
を
、
地
域
住
民
を
は
じ

め
教
育
機
関
、
企
業
な
ど
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。

●
便
利
で
充
実
し
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
柳
津
地
域
振
興
事
務
所
は
、
名
鉄
柳
津
駅
か
ら
近
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
広
い
駐
車
場

を
備
え
て
お
り
、
利
用
者
数
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
年
度
も
、
福
祉

分
野
を
含
め
充
実
し
た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま

す
。

水道事業及び
下水道事業管理者 消防長  伊

い と う

藤  進
すすむ

▲岐阜駅前のツインタワーと黄金の信長公像▲「（仮称）岐阜市長良川防災・健康ステーション」イメージ図

▲完成した黒野第１配水池

▲毎年多くの人に親しまれている境川堤の桜



■子ども土曜セミナー7月／日曜親子セミナー7月　◆日程など　
下表のとおり　◆申込　往復はがき（子どもセミナーは1枚1セミナー2
人まで、親子セミナーは1枚1セミナー1親子）に①セミナー名、②氏名

（ふりがな）、③性別、④郵便番号・住所、⑤電話番号、⑥学校名・学年、
⑦保護者氏名、返信表面にも郵便番号・住所、氏名を記入して、6月12

日㈮（必着）までにドリームシアター岐阜へ。申込者多数の場合は抽選。2人で申し込む
場合、上記②～⑦を2人とも記入してください。

平成27年（2015年）6月1日号 広報ぎふ〈12〉第1765号〈13〉広報ぎふ 市政／催し講座／暮らし

岐
阜
の
法
則
研
究
委
員
会
／
編

泰
文
堂

岐
阜
の
法
則松

尾
一
／
監
修

実
業
之
日
本
社

岐
阜「
地
理
・
地
名
・
地
図
」の
謎▲

6月の
おはなし会

▼
自
分
史
な
ん
で
も
相
談

◆
期
日　

6
月
7
日
・
14
日
・

21
日
の
各
㈰　
◆
場
所
　
図
書

館
分
館  

◆
相
談
員
　
加
藤
迪
男

さ
ん（
日
本
自
分
史
学
会
常
任
理

事
） 

◆
相
談
料
　
無
料　

◆
場

所
・
申
込
　
事
前
に
電
話
で
図

書
館

262
2
9
2
4
へ
。

各図
書室

  1日㈪ ・8日㈪・15日㈪
22日㈪・29日㈪・30日㈫

分館 30日㈫

分館 27日㈯11:00～・14:00～ 長良 13日㈯10:30～
西部 6日㈯・19日㈮10:30～ 東部 3日㈬10:30～
長森 5日㈮・17日㈬11:00～ 柳津 13日㈯・17日㈬11:00～

▼

新
着
図
書

　
岐
阜
に
住
ん
で
い
る
人
で
も
意
外
と
知
ら
な
い

岐
阜
の
謎
。
知
っ
て
み
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う

な
本
を
紹
介
し
ま
す
。「
岐
阜
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」と
聞
か
れ
た
と
き
に
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
岐
阜

の
豆
知
識
を
知
っ
て
目
指
せ
岐
阜
マ
ス
タ
ー
！？

　

日
本
の
真
ん
中
、
西
と

東
の
文
化
が
入
り
乱
れ
る

岐
阜
に
は
ど
ん
な
歴
史
が

あ
る
の
か
。
地
理
・
地
名
・

地
図
か
ら
岐
阜
の
歴
史
を

読
み
解
き
ま
す
。
本
を
片

手
に
岐
阜
を
散
策
し
て
み

る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

一
般

防災・減災につなげるハザードマップの活かし方
子どもはみんな問題児。 中川李枝子
ふしぎ動物図鑑
10歳若返る！姿勢バイブル 中村格子
1週間楽しめる熟成サラダ 小田真規子
育てておいしいヘルシー植物
長友佑都体幹トレーニング20 長友佑都
マリコ、カンレキ！ 林真理子
手のひらの幻獣 三崎亜記
ナイルパーチの女子会 柚木麻子

児
童

動物の骨 ロブ・コルソン
はらぺことらたとふしぎなクレヨン あまんきみこ
えんぴつ太郎のぼうけん 佐藤さとる
東大合格生が小学生だったときのノート 太田あや
やさしさとおもいやり 宮西達也

▲

6月の休館日

6
月
の
テ
ー
マ「
岐
阜
の
不
思
議
」

　

岐
阜
の
人
な
ら
思
わ
ず

う
な
ず
い
て
し
ま
う
よ
う

な
県
民
性
や
み
ん
な
が
知

っ
て
い
る
謎
の
噂
話
、
地

元
の
不
思
議
な
習
慣
ま
で
、

岐
阜
の
あ
る
あ
る
ネ
タ
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
読
め
ば
岐
阜
の
こ
と
が

も
っ
と
好
き
に
な
る
か

も
！？

◆申込　教室名（期日・時間）、
郵便番号・住所、氏名、性別、
年齢、電話番号を6月19日㈮
までに往復はがき（必着）また
は直接岐阜市柳ケ瀬健康ス
テーション（〒500-8875柳ケ
瀬通3ー22）へ。申込者多数
の場合は抽選。  264ー
6766

岐阜市柳ケ瀬健康ステーション 7月の教室

▼1回で事前申込必要な教室
教室名 期日 時間 定員

健康太極拳体操Ｂ 3・24 各㈮ 10:00～11:00 15人

はじめてのヨガ
1㈬、20㈪、
4・11 各㈯ 13:00～14:00 15人

10㈮ 18:30～19:30 15人

◎7月の申込不要の教室は、
広報ぎふ6月15日号でご案内し
ます。◎開館日：平日は午前
7時30分～午後8時、土・日・
祝日は午前10時～午後5時。
休館日：毎月第1月曜日

▼1か月3回コースで事前申込必要な教室
教室名 期日 時間 定員

からだ引き締めＡ 13・20・27 各㈪ 11:00～12:00 8人
からだ引き締めＢ 13・20・27 各㈪ 15:00～16:00 8人

受講
無料

　“習慣は健康だけでなく、自分への信頼感を高め、復習に特化
した学習法が学力だけでなく、「やればできる！」という自信を作
り出すことにつながる”という教育方法（近藤メソッド）の全容と
成果を伺います。◆日時　7月16日㈭午後1時30分～3時　◆場
所　ハートフルスクエアーG大研修室　◆ゲスト　近藤真庸（ま
さのぶ）さん（岐阜大学地域科学部教授） ◆定員　60人　◆受講料　無料　◆
託児　満1歳～未就学児を対象。申込者多数の場合は抽選。◆申込・ 　講座
名、郵便番号・住所、氏名、性別、年齢、電話番号、託児は子どもの氏名、性
別、生年月日を7月6日㈪（必着）までに往復はがき、Eメールまたは返信用はが
きを持参して直接女性センターへ。申込者多数の場合は抽選。●女性センター（〒
500-8521橋本町1－10－23・ 268－1052・ josei-c@ccn.aitai.ne.jp）

■おしゃべりサロン～ぎふの輝き人～ ためしてなるほど…！
　 子どもの自己肯定感がアップする生活習慣づくりと学習法

岐阜市　　　　  センター生涯学習
女　性 〈ハートフルスクエアーG内

（JR岐阜駅東エリア） 〉

　まちづくりって大人がやることだと思っていませんか。自分以
外の誰かのための活動は、みんなを笑顔にします。学校以外で広
がる可能性・広がる世界を体験してみましょう！

◆対象・定員　中学生・高校生／50人　◆受講料　無料　◆申込・ 　講座名、
希望する体験活動番号、郵便番号・住所、氏名、学校名・学年、電話番号、ボ
ランティア保険など加入の有無を7月21日㈫（必着）までにはがき（1人1枚）、フ
ァクスまたはEメールで下記へ。詳細は、チラシまたはホームページでご確認
ください。申込者多数の場合は抽選。●生涯学習センター（〒500-8521橋本町1
－10－23・ 268－1050・ 268－1057・ hsg10@ccn.aitai.ne.jp）

回 日時 場所 内容／講師・ファシリテーター

① 7/31㈮
10:30～12:00

ハートフルスク
エアーG大研修室

オリエンテーション／山崎清治さん（NPO
法人生涯学習サポート兵庫理事長）

②

8月1日㈯
～14日㈮

時間・活動場
所は体験活動
による。
※1人１体験

【体験活動】①小学生と勉強で交流（8/1㈯）／②岐阜武将隊
の”おもてなし”を体感！（8/2㈰）／③みんなで農作業（8/3
㈪）／④子育てサロンで、てとてをつなごう（8/4㈫）／⑤壊
れたおもちゃの修理（8/5㈬）／⑥レクリエーション、バルー
ンアートを学ぼう（8/7㈮）／⑦病院で外来患者さんのお出迎
え（8/10㈪）／⑧「岐阜ダルク」ってどんなところ（8/11㈫）／
⑨「カモミールの会」でふれあい活動（8/13㈭）／⑩ホームレ
ス支援で物資整理と炊き出し（8/14㈮）

③ 8/19㈬
9:30～12:30

ハートフルスク
エアーG大研修室

フィードバック
生涯学習センター・中央青少年会館職員

山崎清治さん

▲

■中高生のためのボランティア基礎講座（共催：中央青少年会館）
　いざ！市民活動・ボランティア～ちょっと差がつく夏休み～

まちなか案内人と行く「金華山歴史探訪登山」
　国史跡「岐阜城跡」の金華山。その歴史をたどりながら登山しませんか。ボランティア
ガイド「岐阜市まちなか案内人」が解説します。◆期日　6月28日㈰　◆集合時間・場所  
午前9時／岐阜公園総合案内所（大宮町1） ◆コース　総合案内所→めい想の小径〈所要1
時間20分〉→岐阜城→七曲り登山道〈所要1時間10分〉→総合案内所（午後0時30分着）　
◆定員　10人　◆参加費（希望者）　岐阜城入場料：大人200円・小人100円　※登山で
きる服装と靴でご参加ください。◆申込・ 　6月18日㈭までの月～金曜日・午前9時～
午後5時30分に電話で観光コンベンション課 265－3984へ。申込者多数の場合は抽選。

■土曜ファミリー音楽劇場Ⅱ　◆日時　7月20日（月・祝）①午前10時～10時45分・②
午前11時15分～正午　◆内容　フルート・ピアノ・チェロによる楽しいアンサンブル　
◆対象者・定員　1歳～3歳児を含む親子／①②各120人　◆入場料　無料　◆申込　6月
20日㈯午前9時からドリームシアター岐阜1階受付で整理券を配布。電話受付可。先着順。
■バンド交流会vol.50 出演者とスタッフ（実行委員）を募集　◆日時　8
月30日㈰午後1時～　◆場所　ドリームシアター岐阜メインホール　●出演者　◆資格  
運営に協力的で機材を大事に取り扱う個人・団体（年齢・ジャンル・形式は不問／中学
生以下は保護者の同意が必要）  ◆出演者数・演奏時間　7組程度／1組15分以内　◆デ
モテープ　カセットテープA面頭から1曲を録音し、団体名・曲目、オリジナル・コピー
の区分を明記。MD・CD・VHSテープも可。◆申込　応募用紙（同館またはホームペー
ジで入手できます）、デモテープ、メンバーの写真を7月20日（月・祝）（必着）までに郵送ま
たは直接下記の申込先へ。申込者多数の場合は選考。※出演者は、実行委員会（8月1日
㈯午前10時～／代表者のみ）、8月30日㈰午前中のリハーサルに出席してください。●
実行委員　◆資格　15歳以上（中学生は不可）で舞台に興味があり特に音楽が好きな人  
◆内容　PR、プログラムの作成、進行、照明など　◆申込　7月20日（月・祝）午後5時ま
でに電話で下記の申込先へ。
◆場所・   ドリームシアター岐阜（〒500-8813明徳町6・ 262－2811）

日曜親
子セミ
ナー
7月 ▼

セミナー名 期日 時間 対象者 定員 費用
プロから学ぶ本格中国料理

7/5
㈰

9:30～12:30 小中学
生を含
む親子

6組
18人

1人640円
プロから学ぶTシャツペインティング 9:30～12:30 1人590円

ミニ提灯作り 9:30～12:30 1人680円

子ども
土曜セ
ミナー
7月 ▼

セミナー名 期日 時間 対象者 定員 費用
ひんやりわらびもちを作ろう

7/4
㈯

13:30～16:00 小1～小6 18人 180円
クレヨンでふんわりアートを描こう 13:30～15:30 小3～中3 20人 420円

プロから学ぶ遊んでわかるゴム飛行機のしくみ 13:30～16:30 小4～中3 20人 930円

　学生や一般の人を対象に、起業に対するイメージやアイデアを具体化させるセミナ
ーです。◆日程　下表のとおり〈全4回〉　◆定員　15人　◆受講料  無料　◆申込・
　6月2日㈫午前9時～21日㈰午後5時に、郵便番号・住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
希望業種（個人・法人）を電話、ファクスまたはEメール（件名に「ビジネス支援セミナー
参加希望」と明記）で図書館（ 262ー2924・ 262－8754・ library1@city.gifu.gifu.jp）へ。
あるいは直接分館（橋本町1－10－23ハートフルスクエアーG1階）へ。先着順。

◆時間：いずれも18:30～20:30／場所：ハートフルスクエアーG研修室50
期日 内容 講師

7/1㈬ 「夢への成長－自ら驚き・面白くⅠ」起業の心構え・自分の強み・顧客視点 東山文夫さん（創業支援ルームイ
ンキュベーションマネージャー）7/2㈭ 「夢への成長－自ら驚き・面白くⅡ」事業計画書の作成の考え方

7/8㈬ もし税理士がドラッカーの「マネジメント」を読んだら 高木勢生さん（中小企業庁認定経営
革新等支援機関 高木会計事務所）7/9㈭ 起業はマーケティングから始めよう

ビジネス支援セミナーの参加者を募集！
「図書館からはじめよう 起業・創業はじめの一歩2015」

▼1か月4回コースで事前申込必要な教室
教室名 期日 時間 定員

からだ引き締めＣ 1・8・15・22 各㈬ 15:00～16:00 8人
からだ引き締めＤ 2・9・16・23 各㈭ 11:30～12:30 8人
健康太極拳体操Ａ 7・14・21・28 各㈫ 10:00～11:00 15人
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　40歳代から高血圧症、脂質異常症、糖尿病、肥満などの生活習慣病が急速に
増加してくることがわかっています。特定健診を受けることによりそれらの疾
病予備群が早期に発見可能となり、また発症を予防することで、その先の人生
を健康的に長く過ごしていくことができるようになります。しかし現実には、「仕
事が忙しく時間がない」、「費用がかかる」、「健康に自信がある」などの理由で健
診を敬遠している人が多いのではないでしょうか。あるいは「健診結果が悪かっ
たら心配」や、「その結果医者から病気といわれて薬を飲むのがいや」と思われて
いる人も多いかもしれません。
　しかし生活習慣病を放置した場合には、平均寿命に達する前に心筋梗塞や脳梗塞・脳出血など
の命にかかわる合併症を引き起こす危険性が格段に増す、ということを理解しておいてください。
生活習慣病の初期の段階は、全く自覚症状がなく、採血などの検査を受けなければ発見すること
は困難です。健診を敬遠していると、病気が知らない間に進行し、気付いた時には深刻な状態に
なっていた、ということもよくあるのです。今年こそ特定健診の重要性を認識し、積極的にかか
りつけの医療機関で健康チェックを受けましょう！

◆対象者　　受診日に岐阜市国民健康保険に加入している
40歳～74歳（昭和15年11月1日～51年３月31
日生まれ）の人。年度途中に加入の場合は8月
31日㈪までに加入の手続きがお済みの人。

◆受診期間　６月（受診券が届いた日）～10月31日㈯  
　　　　　　※期間を過ぎると受診できません。
◆受診場所　市内の委託医療機関
　　　　　　※委託医療機関一覧は受診券に同封します。
　　　　　　　予約が必要な場合があります。
◆持ち物　　特定健康診査受診券、
　　　　　　岐阜市国民健康保険被保険者証（または資格証明書）、
　　　　　　自己負担金800円（※自己負担金は検査費の１割相当です）
　　　　　　〈福祉医療費受給者証をお持ちの人も自己負担が必要です〉
◆健診内容　身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査など約8,000円の検査内容です。
　　　　　　※生活習慣病で治療中の人は、主治医とご相談のうえ受診してください。

◀

管理栄養士による栄
養学習会

▶

健康運動指導士によ
るエクササイズコース

岐阜市医師会
石村耕二医師
（石村内科）

生活習慣改善の成果を特定健診で確認しましょう。

岐阜市国保の特定健診
・特定保健指導の流れ
特定健診

❶ 受診券が届く

❷ 委託医療機関で特定健診を受診する

同封されているもの：特定健診受診のご案内、委託
医療機関一覧など

※予約が必要な医療機関もあります。

❸ 特定健診結果の説明を聞く
健診を受けてから数日後、受診した医療機関で医師
から健診結果の説明を聞いてください。
※国保・年金課からは結果の送付はしません。

❹ 健診の結果、特定保健指導の必要な人は❺へ
それ以外の人は来年度特定健診を受診しましょう。

（翌年6月に受診券が届きます）

特定保健指導
❺ 特定保健指導対象者に国保・年金課から
　 案内が届く
❻ 同封の「利用申込書」で保健指導を申し
　 込む
❼ 保健指導を受ける＜6か月間＞
生活習慣改善のサポー
トを保健師、管理栄養
士などが行います。費
用は無料です。

❽ 終了後、来年度の特定健診の受診

岐阜市国民健康保険に
ご加入の皆さん 

●特定健診・特定保健指導は40歳～74歳の人を対
象に各医療保険者（健康保険組合など）が実施して
います。会社の健康保険に加入している人（被扶養
者も含む）の健診などについては各医療保険者にお
問い合わせください。
●後期高齢者医療制度に加入している人は「ぎふ・
すこやか健診」が受けられます。対象の人には、受
診券が8月下旬ごろに送付されます。健診の期間は
9月～11月末です。  福祉医療課 214－2128

岐阜市国保以外に加入の人は…

 国保・年金課 214－2083岐阜市国保の特定健診受診券は6月上旬に
お送りします

特定健診受診率向上キャンぺーン 特定健診を受けて
プリペイドカードを
当てよう！！

応募は不要です。特定健診を受診するだけでＯＫ！6月・7月受診者から150人、8月～10月の受
診者から150人が当たります。早めの受診でチャンスをつかもう！
※1 抽選結果の発表はプリペイドカードの発送をもってかえさせていただきます。

お得情報❶ 
受診した人の中から抽選で300人にプリペイドカード（1,000円分）が当たる！※1

お得情報❷ 
職場の健診・人間ドック健診結果※2の情報提供でプリペイドカード（1,000円分）
がもらえる！
特定健診の対象者（受診券が送付された人）に限ります。職場の健診、人間ドックを受診された人
は改めて特定健診を受診する必要はありません。
提供いただける人は簡単な問診票を書いていただき、結果をコピーして送っていただくだけです。
詳しくは国保・年金課へお問い合わせください。
※2 特定健診と同項目になります。

特定健診を受けましょう！！

特定健康診査を受けましょう！「特定健診で健康チェック！！」
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◆
定
員　
50
人　
◆
参
加

費　

無
料　
◆
申
込
・
　
6
月
30

日
㈫
ま
で
に
氏
名
と
電
話
番
号
を
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
岐
阜
市
芸
術

文
化
協
会（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
・

268
1
0
5
0
・

268
1
0
5
7
）

へ
。
先
着
順
。

◆
期
間　
7
月
18
日
～
10
月
17
日
の

毎
週
土
曜
日〈
全
13
回
〉　
◆
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館　
◆
定
員　

10

人
程
度　
※
選
考
あ
り　
◆
受
講
料

1
万

800
円  

◆
場
所
・
申
込
・
　

申
請
用
紙（
岐
阜
県
産
業
経
済
振
興

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）

を
6
月
30
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
郵
送

ま
た
は
E
メ
ー
ル
で

（公財）
岐
阜
県
産
業

経
済
振
興
セ
ン
タ
ー（
〒
500　
8505
薮
田

南
5

－

14

－

53
・

277
1
0
7
9
・

kj@
gpc-gifu.or.jp

）へ
。

◆
日
時　
前
期
＝
7
月
～
9
月
と
後

期
＝
10
月
～
12
月
の
第
1
・
3
土
曜

日　
午
後
2
時
～
3
時
30
分　
◆
会

場　
①
サ
ン
ラ
イ
フ
岐
阜（
長
良
1029

－

3
）、
②
東
青
少
年
会
館（
前
一
色

1

－

2

－

1
） 

◆
コ
ー
ス　
初
め
て

の
将
棋
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ　
◆
対

象
・
定
員　
小
中
学
生
と
保
護
者
／

計
20
人　
◆
受
講
料　

500
円　
◆
申

込
・
　

会
場
名
、コ
ー
ス
名
、前
期・

後
期
の
別
、
住
所
、
氏
名
、
学
校
名・

学
年
、
保
護
者
氏
名
、
電
話
番
号
を

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
会
場

①
＝
日
本
将
棋
連
盟
岐
阜
棋
友
会
・

増
田（
〒
502 

0859
城
田
寺
763
ー
51
・

233
1
7
3
4
）、
会
場
②
＝
日
本

将
棋
連
盟
中
濃
支
部
・
柴
山（
〒
504 

0833
各
務
原
市
入
会
町
4
ー
6
ー
2
・

0
5
8
3（
８
３
）6
9
2
1
）へ
。

先
着
順
。

◆
期
日　

8
月
21
日
㈮
～
23
日
㈰

〈
往
復
車
中
泊
〉　
◆
対
象
者　
母
子

家
庭
の
お
母
さ
ん
と
中
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん　
◆
定
員　
80
人
程
度　

◆
参
加
費　
無
料（
別
途
食
事
代
と

チ
ケ
ッ
ト
代
が
必
要
） 

◆
申
込
・

郵
便
番
号
・
住
所
、
母
と
子
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
子
の
学
年
・
性
別
、

電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
で
6
月
12

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
岐
阜
市
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会（
〒
500　
8309
都
通
2

－

2
・

252
6
6
9
2〈
火
・
金
曜
日

の
午
前
10
時
～
午
後
3
時
〉）へ
。
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　
労
働
・
生
活
、
暮
ら
し
の
中
の
困

り
事
な
ど
、
何
で
も
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
事
前
予
約
が
あ
れ
ば
面
談

も
応
じ
ま
す
。
◆
日
時　
祝
日
を
除

く
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
正

午
・
午
後
1
時
～
５
時　
◆
場
所
・

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ

（
鶴
舞
町
2

－

6

－

7
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

岐
阜
1
階
・

214
7
3
0
0
）

　
6
月
は「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓

発
月
間
」で
す
。
外
国
人（
特
別
永

住
者
な
ど
を
除
く
）の
雇
用
・
離
職

時
に
は
、
氏
名
や
在
留
資
格
な
ど
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

 

岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課

263
5
6
5
0
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

251
1
1
0
1
内
線
4
3
0
5
）へ
。

◆
募
集
職
種
・
人
員　

①
医
師
事
務

作
業
補
助
者 

②
病
棟
ク
ラ
ー
ク 

③

看
護
助
手
＝
各
若
干
人　
◆
勤
務
時

間  

①
②
平
日
の
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
30
分
の
う
ち
5
時
間
、
③

週
25
時
間　
◆
採
用
予
定
日　

7
月

1
日  

◆
申
込
・
　

臨
時
雇
用
員

登
録
申
込
書（
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
入
手
）を
6
月
12
日
㈮
ま
で
に
郵

送（
必
着
／
封
筒
に「
市
民
病
院
パ
ー

ト
職
員
応
募
」と
朱
書
き
）ま
た
は
直

接
市
民
病
院
病
院
政
策
課（
〒
500 

8513

鹿
島
町
7

－

1
・

251
1
1
0
1
内

線
4
3
1
3
）へ
。後
日
面
接
を
実
施
。

◆
募
集
職
種
・
人
員　
Ⓐ
嘱
託
職
員

（
英
語
）・
Ⓑ
臨
時
職
員（
中
国
語
）＝

各
1
人　
◆
受
験
資
格　
次
の
全
て

を
満
た
す
人
。
①
Ⓐ
は
英
語
、
Ⓑ
は

中
国
語
を
母
語
と
し
、
日
本
語
能
力

試
験
N
２
レ
ベ
ル
以
上
の
認
定
ま
た

は
同
等
の
能
力
を
有
す
る
。
②
パ
ソ

コ
ン
に
よ
る
書
類
作
成
が
で
き
る
。

※
外
国
籍
の
人
は
就
労
可
能
な
在
留

資
格
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
。
◆
業

務
内
容　

通
訳・翻
訳
、
国
際
交
流・

多
文
化
共
生
に
か
か
る
業
務
な
ど　

◆
雇
用
期
間　

7
月
1
日
～
来
年
3

月
31
日（
再
任
あ
り
） 

◆
勤
務
日
時
・

場
所　
7
月
17
日
ま
で
＝
平
日
の
午

前
9
時
～
Ⓐ
は
午
後
3
時
45
分
・
Ⓑ

は
午
後
3
時
／
市
役
所
本
庁
舎
、
7

月
18
日
以
降
＝
午
前
9
時
～
午
後
9

時
の
う
ち
Ⓐ
は
5
時
間
45
分
・
Ⓑ
は

5
時
間（
休
日
は
週
2
日
）の
シ
フ
ト

制
／
み
ん
な
の
森 

ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア

コ
ス
モ
ス　
◆
試
験
方
法
・
日
時　

小
論
文
な
ど
書
類
審
査
、語
学
実
技
、

面
接
＝
6
月
19
日
㈮
Ⓐ
は
午
前
10
時

～
・
Ⓑ
は
午
後
2
時
～
◆
申
込
・

　
申
込
書
と
履
歴
書
を
6
月
12
日
㈮

ま
で
に
郵
送（
必
着
）ま
た
は
開
庁
日

時
に
直
接

（公財）
岐
阜
市
国
際
交
流
協
会

（
〒
500 

8701
今
沢
町
18
本
庁
舎
7
階
・

263
1
7
4
1
）へ
。

　

多
様
な
国
籍
・
文
化
を
持
っ
た
人

296
3
1
3
1
）へ
。
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

　
人
工
肛
門
・
膀
胱（
ぼ
う
こ
う
）を

お
持
ち
の
人
が
快
適
に
暮
ら
す
た
め

の
研
修
会
。 

◆
日
時　

7
月
5
日

㈰
午
後
1
時
～
4
時　
◆
場
所  

ハ

ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G
大
研
修
室

（
橋
本
町
１

－

10

－

23
） 

◆
定
員　

100
人（
先
着
順
） 

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
　
住
所
、
氏
名
、
参
加

人
数
、参
加
者
の
立
場（
本
人
、家
族
、

そ
の
他
）を
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で

（公社）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
岐
阜

県
支
部
・
中
村（
〒
500　
8864
真
砂
町
3

－

18
・

251
2
0
9
6
）へ
。

●
医
療
事
務
基
礎　
◆
期
間　
7
月

6
日
㈪
～
16
日
㈭
の
う
ち
8
日
間　

◆
場
所　
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
岐
阜（
鶴

舞
町
2

－

6

－

7
） 

◆
内
容　

医
療

保
険
の
仕
組
み
や
診
療
報
酬
請
求
事

務
な
ど
を
学
び
、
医
療
機
関
へ
の
就

職
を
目
指
す
。
◆
対
象
者　

県
内
在

住
の
55
歳
以
上
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
を
し
た
、
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）の
基
本
操

作
が
で
き
る
人  

◆
定
員　
15
人
程

度  

◆
受
講
料　
無
料　
◆
申
込　

申
込
書（
市
役
所
南
庁
舎
1
階
ロ
ビ

ー
、
高
齢
福
祉
課〈
本
庁
舎
高
層
部

1
階
〉、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
設
置
）を
6
月
22
日
㈪
ま
で
に

郵
送（
必
着
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

（公社）

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会（
〒
500 

8145
雲
井
町
3
ー
12
・

248
9
7
3
0
）へ
。
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

 

（公社）
岐
阜
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
鶴
田
町
3

－

7

－

4
・

240
1
2
4
5
）、

（公社）
岐

阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会

249
0
2
2
8

●
岐
阜
空
襲
か
ら
70
年 

あ
の
日
何

が
あ
っ
た
の
か 

米
軍
資
料
か
ら
見

た
岐
阜
空
襲　
◆
日
時　
7
月
9
日

㈭
午
後
2
時
～
3
時
30
分　
◆
場
所 

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G
中
研
修

㈰
に
順
延　
◆
講
師　
示
現
会
会
員

◆
定
員　
25
組
50
人　
◆
受
講
料　

1
組

500
円（
画
板
は
貸
与
・
画
用
紙

は
1
人
2
枚
配
布
） 

◆
場
所
・
申
込
・

　

講
座
名
、
郵
便
番
号
・
住
所
、

親
子
の
氏
名
、
学
校
名
・
学
年
、
電

話
番
号
を
往
復
は
が
き
で
7
月
12
日

㈰（
必
着
）ま
で
に
加
藤
栄
三
・
東
一

記
念
美
術
館（
〒
500　
8003
大
宮
町
1

－

46
・

264
6
4
1
0
）へ
。
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

●
生
活
デ
ザ
イ
ン
講
座「
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ

を
作
ろ
う
」　

◆
日
時　
6
月
27
日

㈯
午
後
1
時
30
分
～
3
時　
◆
講
師 

坂
本
牧
葉
さ
ん（
市
立
女
子
短
期
大

学
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
専
任
講
師
） 

◆
定
員　

10
人　
◆
受
講
料　
無
料

（
別
途
材
料
費

700
円
必
要
） 

※
図
案

の
参
考
に
し
た
い
資
料
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
◆
申
込　

講
座

名
、
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
往
復
は
が
き（
1

人
１
枚
）で
6
月
12
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
図
書
館
分
館
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

●
展
示「
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ー

情
報
デ
ザ
イ
ン
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
ー
」展　
◆
期
間　

6
月
19
日

㈮
～
7
月
8
日
㈬
の
午
前
9
時
～
午

後
9
時　
◆
入
場
料　

無
料

【
共
通
】◆
場
所
・
　

図
書
館
分

館
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
〒
500　
8521
橋
本
町
1

－

10

－

23
ハ
ー

ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ
1
階
・

268
1
0
6
1

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
と
健
康 

◆
日
時　

7
月
3
日
㈮
午
後
2
時

40
分
～
4
時
10
分　

◆
講
師　

横

山
信
治
さ
ん（
中
部
大
学
次
世
代
食

育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
） 

◆
定
員　

20

人  

◆
受
講
料　
1
千
円  

◆
場
所
・

申
込
・
　
講
座
名
、
郵
便
番
号
・

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
往
復
は
が
き
で
6
月
19
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
市
立
女
子
短
期
大
学（
〒

501　
0192
一
日
市
場
北
町
7

－

1
・

6
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午　

●
森
を
ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
～
森
の
香
り

～　
◆
日
時　

6
月
24
日
㈬
午
前
10

時
～
正
午　

【
共
通
】◆
集
合
場
所　
四
季
の
森
セ

ン
タ
ー　
◆
参
加
費  

無
料  

※
事

前
申
込
不
要
。
前
日
午
後
5
時
発
表

の
天
気
予
報（

177
）で
降
水
確
率

30
％
以
上
時
は
中
止　

 

N
P
O

法
人
ふ
れ
あ
い
の
森
自
然
学
校
・
中

山

0
9
0（
2
6
8
5
）8
8
5
6
、

四
季
の
森
セ
ン
タ
ー

237
6
6
7
7

●
プ
ラ
ザ
落
語
寄
席　
◆
日
時　

6

月
20
日
㈯
午
後
6
時
～
7
時
30
分  

◆
演
者　
岐
阜
大
学
落
語
研
究
会
の

皆
さ
ん 　
◆
観
覧
料　

無
料　
※
事

前
申
込
不
要
。
来
場
者
多
数
の
場
合

は
入
場
制
限
を
す
る
場
合
が
あ
り
。

●
男
性
風
呂
限
定「
ど
く
だ
み
薬
草
風

呂
」　

◆
日
時　
6
月
20
日
㈯
・
21

日
㈰
の
午
前
10
時
～
午
後
9
時　
◆

入
浴
料　
410
円（
70
歳
以
上
と
中
学

生
以
下
は
200
円
／
21
日〈
家
庭
の
日
〉

は
中
学
生
以
下
は
浴
場
・
温
水
プ
ー

ル
と
も
に
無
料
） 

※
事
前
申
込
不
要

【
共
通
】◆
場
所
・
　

プ
ラ
ザ
掛
洞

（
奥
1

－

104
・

239
9
3
9
0
）

◆
日
時　
6
月
22
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　
◆
対
象
者
・
定
員　
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
／
30
人

◆
受
講
料　
無
料（
別
途
材
料
費

250

円
程
度
が
必
要
） 

◆
場
所
・
申
込
・

　
6
月
13
日
㈯（
消
印
有
効
）ま
で

に
、
往
復
は
が
き（
1
人
1
枚
）に
講

座
名
、
過
去
の
受
講
回
数
、
郵
便
番

号
・
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性

別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
緊
急

連
絡
先（
本
人
の
携
帯
電
話
以
外
）を

明
記
し
郵
送
、
ま
た
は
52
円
は
が
き

を
持
参
し
て
直
接
岐
阜
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
和
楽
園（
〒
500 

8114
金
竜
町

5
－

10

－

3
・

246
4
1
0
1
）へ
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
受
講
回
数
少

数
の
人
を
優
先
し
て
抽
選
。

◆
日
時　
7
月
26
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時　
※
雨
天
時
は
8
月
2
日

●
現
代
を
生
き
抜
く
上
で
必
要
な
発

想
力
と
人
間
力　
◆
日
時　
6
月
14

日
㈰
午
後
1
時
10
分
～　

◆
場
所  

ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館（
薮
田
南
5

－

14

－

53
） 

◆
講
師　

所
浩
史
さ
ん 

（
P
l
e
s
i
c
） 

◆
受
講
料　

無

料  

※
事
前
申
込
不
要　

 

（一社）
岐
阜

県
臨
床
検
査
技
師
会

275
5
5
9
6

◆
日
時　
6
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午（
午
前
9
時
30
分
開
場
） 

◆
場

所　
市
民
病
院
西
診
療
棟
4
階
サ
ル

ビ
ア
ホ
ー
ル　
◆
内
容
・
講
師　
「
糖

尿
病
の
合
併
症
を
防
ご
う
！
」を
テ

ー
マ
に
、
お
話
や
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
、
専
門
相
談
を
実
施
。
◆
受
講
料  

無
料　
※
事
前
申
込
不
要

 

岐
阜
市
民
病
院
内
科
外
来

251
1
1
0
1（
内
線
2
2
2
1
）

◆
日
時　
6
月
20
日
㈯
午
後
2
時
30

分
～
4
時　
◆
場
所　
市
民
病
院
西

診
療
棟
4
階
サ
ル
ビ
ア
ホ
ー
ル  

◆

内
容
・
講
師  「
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病

っ
て
ど
ん
な
病
気
？
」石
塚
達
夫
総

合
診
療
・
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
セ
ン
タ

ー
長（
特
別
診
療
顧
問
） 

◆
受
講
料  

無
料  

◆
申
込
・
　

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
6
月
15
日
㈪（
必

着
）ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵

送
ま
た
は
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
市
民
病
院
病
院

政
策
課（
〒
500　
8513
鹿
島
町
7

－

1
・

251
1
1
0
1
内
線
4
3
0
7
・

252
1
3
3
5
）へ
。
当
日
も
受
付
。

●
雨
に
洗
わ
れ
た
森
へ　
◆
日
時　

出
演　

ム
ジ
カ
・
ア
モ
ー
レ（
声
楽
）

◆
参
加
費　
大
人

200
円（
子
ど
も
は

無
料
） 

※
事
前
申
込
不
要　

●
自
然
観
察
会「
む
し
し
な
い
で
…

～
害
虫
・
益
虫
っ
て
？
～
」　

講
師

の
話
を
聞
き
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
歩
き
、
季
節
の
動
植
物
を
観

察
し
ま
す
。
◆
日
時　
6
月
17
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午　
※
前
日
午
後
5

時
の
時
点
で
降
水
確
率
30
％
以
上
の

場
合
は
中
止　
◆
講
師　
中
山
久
仁

夫
さ
ん（
N
P
O
法
人
ふ
れ
あ
い
の

森
自
然
学
校
理
事
） 

◆
参
加
費　
無

料　
※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◆
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装（
長

ズ
ボ
ン
）・
靴　
※
事
前
申
込
不
要

●
羊
毛
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
公
園
で

飼
育
し
た
羊
の
毛
を
使
っ
て
バ
ラ
の

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
り
ま
す
。
◆
日
時  

6
月
30
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午　
◆

定
員　

20
人　
◆
受
講
料  

2
千
円

◆
申
込　

郵
便
番
号・住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
往
復
は
が
き
で

6
月
15
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で
に
畜

産
セ
ン
タ
ー
公
園
へ
。
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。

【
共
通
】◆
場
所
・
　
畜
産
セ
ン
タ

ー
公
園（
〒
502 

0801
椿
洞
776

－

4
・

214
6
3
3
3
）

◆
日
時
・
内
容　

6
月
13
日
㈯
午
前

10
時
～
11
時
30
分　
◆
講
師　

垣
出

中
幹
夫
さ
ん（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ

ト
工
房
樹
楽
） 
◆
定
員　
15
人
程
度

◆
参
加
費　

1
人
・
2
個

500
円　
◆

持
ち
物　

苔
玉
に
使
え
そ
う
な
植
物

（
あ
る
人
の
み
）、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
・
長
靴
・
手
袋　
◆
場
所
・
申
込
・

　

6
月
12
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
四

季
の
森
セ
ン
タ
ー（
三
田
洞
211
・

237
6
6
7
7
）へ
。
先
着
順
。

と
の
交
流
に
興
味
が
あ
る
人
は
入
会

し
ま
せ
ん
か
。
◆
特
典　

年
3
回
の

「
国
際
交
流
ニ
ュ
ー
ス
G
I
F
U
」送

付
、
協
会
主
催
事
業
へ
の
招
待
・
優

待
な
ど　
◆
年
会
費　

1
口
あ
た
り

個
人
3
千
円
・
団
体
1
万
円　
※
詳

し
く
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
◆
申
込
・
　

電

話
で

（公財）
岐
阜
市
国
際
交
流
協
会

263
1
7
4
1
へ
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
10
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
◆
出
願
締
切　
9
月
20
日
㈰
ま

で　
◆
説
明
会　

6
月
20
日
㈯
・
27

日
㈯
・
28
日
㈰
、
7
月
5
日
㈰
・
11

日
㈯
・
18
日
㈯
・
19
日
㈰
、
8
月
8

日
㈯
・
9
日
㈰
・
15
日
㈯
・
16
日
㈰
・

22
日
㈯・23
日
㈰・29
日
㈯・30
日
㈰
、

9
月
5
日
㈯
・
12
日
㈯
・
13
日
㈰
／

岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー　
※
事
前
申
込

不
要　
◆
資
料
請
求
先
・
　

放
送

大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー（
薮
田
南

5

－

14

－

53
・

273
9
6
1
4
）

◆
活
動
日　

土
・
日
曜
日
い
ず
れ
か

の
午
前
中（
原
則
2
か
月
に
1
回
）　

※
初
回
は
6
月
21
日
㈰
午
前
9
時
～

◆
内
容　

顕
微
鏡
観
察
、
長
良
川
の

生
き
も
の
調
べ
、
森
の
通
信
簿
つ
け

な
ど
自
然
や
生
き
も
の
に
親
し
め
る

体
験
活
動　
◆
対
象
・
定
員　
小
学

4
年
生
～
中
学
生
ま
で
の
子
と
保
護

者
／
15
組　
◆
参
加
費　

1
年
・
1

組
3
千

500
円（
保
険
料
を
含
む
）　

◆
申
込
・
　

6
月
15
日
㈪
ま
で
に

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
N
P
O
法

人
長
良
・
自
然
と
く
ら
し
楽
校
・
清

水

0
9
0（
9
9
2
3
）7
6
6
7
・

294
3
1
3
5
へ
。
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

●
0
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト　
小
さ

な
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
鑑
賞
い
た

だ
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
◆
日
時

6
月
8
日
㈪
午
後
1
時
～
2
時　
◆

◆
募
集
人
員　
1
人　
◆
受
験
資
格

7
月
1
日
か
ら
勤
務
で
き
る
人
。
◆

雇
用
期
間　

7
月
1
日
～
来
年
3
月

25
日　
◆
勤
務
日
時
・
場
所　
平
日

（
学
期
間
の
休
業
期
間
を
除
く
）の
午

前
8
時
30
分
～
午
後
4
時
の
う
ち
4

時
間
／
市
立
小
中
学
校　
◆
賃
金　

時
給

770
円　
◆
試
験
方
法
・
期
日
・

場
所　

面
接
＝
6
月
22
日
㈪
・
23
日

㈫
／
市
役
所
南
庁
舎　
◆
申
込
・

申
込
書
を
6
月
1
日
㈪
～
12
日
㈮
に

郵
送（
必
着
）ま
た
は
開
庁
日
時
に
直

接
教
育
委
員
会
教
育
政
策
課（
〒
500 

8720
神
田
町
1

－

11
南
庁
舎
3
階
・

265
3
9
8
2
）へ
。

◆
対
象
者　
①
卸
売
業
者
か
ら
卸
売

さ
れ
た
青
果
物
や
水
産
物
を
、
市
場

内
の
店
舗
で
買
出
人
な
ど
に
販
売
す

る
仲
卸
業
務
を
行
う
事
業
者
。
②
市

場
内
で
売
買
参
加
者
や
買
出
人
な
ど

に
便
益
を
提
供
す
る
飲
食
店
・
物
品

卸
売
な
ど
の
事
業
者
。
◆
使
用
料　

①
月
12
万
1
千

272
円
／

117
㎡　
②
月

2
万
1
千
60
円
～
／
30
㎡
～　
◆
申

込
・
　

平
日
の
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分
に
電
話
ま
た
は
直

接
中
央
卸
売
市
場（
茜
部
新
所
2

－

5
・

271
1
3
4
1
）へ
。

◆
募
集
職
種
・
人
員　
研
修
薬
剤
師

（
薬
剤
師
レ
ジ
デ
ン
ト
）＝
1
人
程

度  

◆
応
募
資
格　

薬
剤
師
免
許
を

有
す
る（
ま
た
は
今
年
度
中
に
取
得

見
込
み
の
）人　

◆
研
修
期
間  

平

成
28
年
4
月
1
日
～
平
成
30
年
3

月
31
日  

◆
試
験
方
法　

書
類
審
査

と
面
接  

◆
申
込
・
　

応
募
申
請

書
、
受
験
票
、
自
己
P
R
表
と
資
格

免
許
証
の
写
し
ま
た
は
在
籍
中
の
大

学
の
推
薦
状
を
6
月
1
日
㈪
～
7
月

31
日
㈮
に
郵
送（
必
着
／
封
筒
に「
市

民
病
院
研
修
薬
剤
師
応
募
」と
朱
書

き
）ま
た
は
直
接
市
民
病
院
病
院
政

策
課（
〒
500 

8513
鹿
島
町
7

－

1
・

市税の平日
夜間・休日
納付窓口

国民健康保険
の平日夜間納
付相談窓口

6月

※
職
員
募
集
に
つ
い
て
、
申
込
書
、
履
歴
書
な
ど
詳
し
く
は
申
込
先
ま
た
は
申
込
先
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

◆松阪競輪（FⅠ）場外 ………………6/3㊌・4㊍・5㊎
◆取手記念競輪（GⅢ）場外 ……6㊏・7㊐・8㊊・9㊋
◆熊本競輪（FⅠ）場外 …………10㊌・11㊍・12㊎
◆岐阜競輪Kドリームス杯（FⅡ）…13㊏・14㊐・15㊊
　※３日間広島競輪（FⅠ）全レース併用発売

西
側
駐
車
場

※北出入口からお入りください。
　北スロープから入り、
　正面駐車場をご利用ください。

正
面
駐
車
場

市
役
所

本
庁
舎

北
出
入
口

長
良
橋
通
り

北
ス
ロ
ー
プ

Ｎ

◆日時　4日・11日・18日・25日の各㈭ 午後5
時30分～8時　◆持ち物　保険料納入通知書ま
たは保険証（資格証明書）、印鑑　◆場所・ 　
国保・年金課（本庁舎高層部2階・ 214－2085）

◆平日夜間　4日・11日・18日・25日の各㈭ 午後5時
30分～8時　◆休日　7日・14日・21日・28日の各㈰ 
午前10時～午後3時　◆持ち物　納税通知書　◆場
所・ 　納税課（本庁舎低層部2階・ 214ー2096）

岐阜市 動画 検 索検 索

　
　岐阜市・各務原市・岐南町・笠松町で構成される木曽川右岸地帯水防事務組合15水防団の演
習が開催されます。 ◆日時　6月7日㈰午前9時～11時30分　◆場所　笠松競馬場第1駐車場（羽
島郡笠松町若葉町地先）　  木曽川右岸地帯水防事務組合 387－2022

「木曽川右岸地帯水防事務組合水防連合演習」を実施します

和
楽
園
短
期
講
座「
絵
た
よ
り
」

親
子
写
生
大
会「
岐
阜
公
園
を
描
く
」

電
話
な
ん
で
も
相
談「
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
」の
ご
利
用
を

外
国
人
の
雇
用
は
ル
ー
ル
を
守
り
適
正
に

「
し
ぜ
ん
の
仲
間
」参
加
者
募
集

（公財）
岐
阜
市
国
際
交
流
協
会
職
員

（公財）
岐
阜
市
国
際
交
流
協
会
賛
助
会
会
員

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
事
業
の
受
講
者

市
立
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
催
し

皆さんの住民票の住所に、マイナンバー
（個人番号）が通知されます。
通知書を確実にお受け取りいただくため、
今のお住まいと、住民票の住所が異なる人は、お住
まいの市区町村に、住民票の異動をお願いします。

平成27年10月からマイナンバーを
一人ひとりにお届けします。

マイナンバー制度のお問い合わせは
0570－20－0178（マイナンバー）

WEBで
マイナンバー 検 索検 索

第
22
回
糖
尿
病
教
室
特
別
企
画

学
校
司
書

プ
ラ
ザ
掛
洞
の
催
し

親
子
将
棋
教
室

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
研
修
会

市
民
病
院
パ
ー
ト
職
員

平
成
28
年
度
市
民
病
院
研
修
薬
剤
師

放
送
大
学
10
月
入
学
生

畜
産
セ
ン
タ
ー
公
園
の
催
し

苔
玉
作
り
講
座

第
3
回
市
民
病
院
公
開
講
座

な
が
ら
川
ふ
れ
あ
い
の
森
散
策
会

市
民
文
化
講
座
リ
レ
ー
ト
ー
ク

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん 

東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
バ
ス
旅
行
に
行
こ
う

中
央
卸
売
市
場
の
仲
卸
業
者

お
よ
び
関
連
事
業
者

募  

集

テレビ広報番組（6月前半）
●あなたの街から～岐阜市～
ぎふチャン／毎週㈮18:00～18:15

  5日㈮ 市長のテレビコラム
「長良川鵜飼の魅力」（手話・再）

12日㈮ 市長のテレビコラム
「命を守る“防災力”を高めよう」➡

過去の番組の一部は岐阜市公式
YouTubeチャンネルでもご覧にな
れます。
https://www.youtube.com/user/
gifucitychannel

ラジオ広報番組（6月前半）
●岐阜市！元気インフォメーション
ぎふチャン1431kHz／毎週㈪・㈮9:40～9:50
  1日㈪ 特定健診のお知らせ
  5日㈮ プラネタリウム新番組
  8日㈪ シートベルト等着用強化月間
12日㈮ 市・県民税のお知らせ

●とっておき岐阜情報「聴いてミント」
FMわっち78.5MHz／毎週㈪～㈮
13:00～13:10・18:00～18:10〈再〉
12日㈮は「岐阜が好き！細江市長
の元気トーク」。市長から市民の皆
さんに“元気”をお届けします！
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　岐阜を代表する伝統文化のひとつである鵜飼。
平成27年3月には、その卓越した技術が「長良川
鵜飼漁の技術」として、国の重要無形民俗文化財
に指定されました。本展では鵜と人の関わりを紹
介する「人鵜一体」、歴史を解説する「長良川鵜飼
の歴史」、鵜飼を取り巻くさまざまな技術と人々
を魅了した趣を紹介する「鵜飼の技と趣」の3コー
ナーを設け、国指定重要有形民俗文化財である「長良川鵜飼用具」をはじめ
とする実物資料のほか、関連する資料や映像・画像などを一堂に展示し、
技と伝統の美をわかりやすく紹介します。 ◆観覧料　高校生以上300円

（240円）、小中学生150円（90円） ※（　）は20人以上の団体料金  ※各種障
害者手帳をお持ちの人とその介護者1人、市内在住の70歳以上の人と中学
生以下は証明書などを提示すると無料、家庭の日（6月21日、7月19日の各㈰）
に入館する中学生以下の人とその家族は無料。◆開館時間　午前9時～午後
5時（入館は30分前まで） ◆休館日　毎週月曜日（7月20日は開館） ◆場所・
　歴史博物館（大宮町2－18－1・ 265－0010）

催 し平成27年（2015年）6月1日号 広報ぎふ〈16〉

　岐阜市出身の劇作家・演出家、はせひろいちさんを講師に、自らの思いや
考えを表現する戯曲づくりを学ぶほか、書き上げた戯曲の中から優秀作品を
リーディングで発表し、舞台づくりの過程や方法、心構えを学びます。◆
日 時　7月18日、9月12日・26日、10月24日、11月7日・21日、12月12
日・26日、来年1月16日の各㈯午後1時～3時30分と8月6日㈭午後7時～9
時30分、2月11日（木・祝）：リーディング発表会〈全11回〉　◆定員　25人（新
規15人・継続10人） ◆参加費　2,000円　◆場所・申込・ 　所定の用紙
を郵送またはファクスで6月5日㈮～26日㈮（必着）に文化センター（〒500-
8842金町5－7－2・ 262ー6200・ 262－6229）へ。申込者多数の場合は抽選。

第327回市民の劇場 
戯曲づくりワークショップ＆リーディング発表会

屋上庭園からの花火観賞会
◆日時　7月25日㈯・8月1日㈯の午後6時開場  ※花火大会順延の場合は順
延日に開催　◆場所　長良川国際会議場屋上庭園　◆定員　各日120家族

（1家族5人まで・乳幼児を含む） ※ペットの同伴不可。座席の設定・指定は
ありません。飲食物の持ち込みができます。樹木や建物などで一部見えに
くい場所があります。◆申込・  　郵便番号・住所、氏名、電話番号、希
望日（1枚1日）をはがきで6月1日㈪～16日㈫（この間の消印有効）に長良川国
際会議場「花火観賞会」係（〒502-0817長良福光2695－2・ 296－1200）へ。
申込者多数の場合は抽選。郵送のみで持参は不可。往復はがきと記入不備
のはがきは無効。◎当選は各日1人1枚。当選者には7月上旬に入場整理券
を発送、落選者には通知しません。

 6月5日㈮～7月5日㈰

小さな鵜飼の世界
　江戸時代から近代までの鵜飼をモチーフと
した美術工芸作品を紹介します。※観覧料・
開館時間・休館日は上記企画展と同じ。

歴史博物館特集展示

　恒例の松竹大歌舞伎です。今回は、上方歌舞伎を代表
する名跡を継承することとなった中村鴈治郎（がんじろう）
の襲名披露公演をお楽しみください。 ◆演目　双蝶々曲
輪（ふたつちょうちょうくるわ）日記「引窓」、中村鴈治郎襲
名披露「口上」、「連獅子（れんじし）」　◆出演者 坂田藤十
郎（口上のみ）、翫雀（がんじゃく）改め中村鴈治郎、市川
左團次（さだんじ） ◆料金（全指定席）　A席6,000円、B席
5,000円、C席3,000円（前売・当日とも） ※学チケ（25歳以下の学生を対象）
は半額。未就学児の入場はご遠慮ください。◆前売日時・場所　6月18日㈭
午前10時から市民会館来場者のみ発売（1人1回6枚まで）。翌19日㈮から★☆
市民会館 262－8111、★☆文化センター 262－6200、★☆長良川国際
会議場 296－1200、☆チケットぴあ（Ｐコード443－910）、マーサ21で発
売。★では電話予約も開始、学チケは☆で発売。  市民会館 262－8111

中村翫雀改め四代目中村鴈治郎襲名披露
日時  9月4日㈮【昼の部】午後0時30分開演 

【夜の部】午後5時開演
場所  市民会館大ホール（美江寺町2－6）

第330回市民の劇場 松竹大歌舞伎

©松竹

長良川国際会議場  
市民ふれあい事業

風のように心は自由 山田真己展
　羽島市在住の画家・山田真己さんの展覧会。幼少のこ
ろ脳性マヒと診断された山田さんは、関養護学校高等部
を卒業後、絵を描き始め、その作品は数々の公募展で高
い評価を受けています。足で作品を描くことを私の個性
だという山田さん、その純真な心と強い意志で描かれた
作品を一堂に展示します。◆観覧料・開館時間　上記歴
史博物館と同じ。◆休館日  毎週月曜日（7月20日は開館）、7月21日㈫

 加藤栄三・東一記念美術館（大宮町1－46・ 264ー6410）

加藤栄三･東一記念美術館  6月16日㈫～8月2日㈰

歴史博物館企画展

【関連行事】 ▼長良川うかいトーク　❖日時　6月13日・20日・27日、7月4日・
11日・18日の各㈯①展覧会の展示品説明＝午後1時～2時・②鵜飼観覧船造船
所見学＝午後2時～3時・③鵜飼の里周辺見学＝午後3時～4時　❖定員　③の
み20人　❖参加費　①と②は観覧料のみ／③は観覧料と別途1人400円（6月）・
450円（7月）必要  ❖申込　①と②は自由参加／③のみ当日午後1時までに直接
歴史博物館受付へ。先着順。

【特設展示】NHK岐阜 映像で振り返る鵜飼（主催：歴史博物館・NHK岐阜放送局）
❖期間　6月10日㈬～21日㈰　※当コーナーのみ観覧の場合は無料。

 6月10日㈬～7月20日（月・祝）

国重要無形民俗文化財指定記念　鵜飼
▼現在では見ることができない餌
飼船（国指定重要有形民俗文化財）

▼

縁頭（ふちがしら） 鵜飼図 銘 越前大掾源長常（え
ちぜんだいじょうみなもとのながつね）【江戸時代中期】

●先着5,000人をバック自由席ホームにご招待！　一体となってFC岐阜
を応援しよう！　◆受付開始時間　6月28日㈰午後3時  ◆受付方法　ス
タジアムに設置している岐阜市ホームタウンデー受付テントで、岐阜市
民と分かるもの（運転免許証、健康保険などの被保険者証、住民票、住民
基本台帳カード、パスポート、学生証、身体障害者手帳、公共料金の領
収書など）を提示してください。  市民体育課 214ー2370

岐阜市ホームタウンデー
FC岐阜 対 ザスパクサツ群馬 戦

日時 6月28日㈰午後6時試合開始 
場所 岐阜メモリアルセンター長良川競技場

岐阜市民を
無料招待！

　民話「仏鉢と金丸」の朗読、不動院住職のお話、ギターの演奏や歌をお楽し
みください。◆日時  7月3日㈮午後2時～3時　◆場所　不動院（日野西2ー9
－10） ◆定員　100人　◆参加費　無料　◆申込・ 　郵便番号・住所、氏名、
電話番号をはがき（1枚1人）で6月19日㈮（必着）までに文化芸術課「岐阜文化
再発見」係（〒500-8701今沢町18・ 214－4973）へ。申込者多数の場合は抽選。

「仏鉢と金丸」民話ライブ岐阜文化再発見

　毎月第1土曜日の関連店舗一般開放にあわせて、スタンプラリーを開催し
ます。協力店舗でスタンプを集めると、各日先着50人にプレゼントを進呈！
※買い物した人に限らず来店するだけでスタンプを押印します。
◆日時　6月6日・7月4日・8月1日の各㈯午前7時～10時ごろ　◆場所　中
央卸売市場関連店舗（西川手6－1） ※卸売市場への入場はできません。

 中央卸売市場管理事務所 271ー1341・中央卸売市場総合センター組合事
務所 272ー3804〈午前8時～正午〉

中央卸売市場 関連店舗一般開放スタンプラリー開催

平成29年織田信長公岐阜
入城及び岐阜命名450年
●カウントダウンボードを設置！　信長ゆめ広場の黄金の
信長公像前に「織田信長公岐阜入城・岐阜命名450年」を記
念したイベント開催期間のスタート日である平成29年1月1
日までの時を刻む、カウントダウンボードを㈱岐阜放送か
らの寄贈により設置しました。
●徳間書店との特別企画がスタート！　信長公450プロジ
ェクトの第1弾として実施する特別企画「岐阜市出身小説家
早見俊さんによるオンライン歴史小説の連載」がスタート
します。新たに執筆していただく小説のタイトルは「醒睡の都（せいすい
のみやこ）―岐阜信長譜（ぎふしんちょうふ）―」で、信長公の岐阜時代に特

化し、岐阜の文化と融合させ人間味あふれる信長公を描
く歴史小説です。6月1日㈪からウェブサイト「歴史行路 
http://rekishikouro.jp/」にて毎月連載します。
◀早見俊さん　岐阜市出身。法政大学経営学部卒。
　早見さんコメント「地元の活性化のためにできることをしたいと考え
　ました。小説では、文化人としての信長、庶民と交わることによって
　素顔を見せる信長を描いていけたらと思います。」

 政策調整課〈信長公450プロジェクト事務局〉 214－2039


